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総合司会（川戸恵子・日本記者クラブ企画委員）

それでは、始めさせていただきます。私は、本日

の進行役を務めさせていただきます企画委員の

川戸恵子でございます。 

日本記者クラブが行います民主党代表選での

討論会とか共同記者会見は、今回で 6回目になり

ます。 

最初に、主催者を代表いたしまして、理事長の

吉田慎一がご挨拶申しあげます。 

 

吉田慎一・日本記者クラブ理事長 理事長の吉

田でございます。 

きょうはお忙しい中、候補の皆様、一堂に会し

ていただきまして、ありがとうございました。 

いまお話がありましたように、去年もおととし

も、その前も、4年連続の民主党党首選に関する

催しとなりましたけれども、我々は、ことしは非

常に重要視しております。というのは、ざっと 1

年以内に総選挙は必ずあります、そういう局面で

ございますし、現に政権を担っている民主党が、

政権政党の立て直しをテーマに掲げて代表選を

行うという、極めて重要な選挙だと考えておりま

す。時同じくして、第一野党の自民党も総裁選を、

これも党再建をにらみながらの選挙を行う、こう

いう事態でございます。 

言うまでもなく、長い政治の混乱というのが言

われておりまして、その中で、政治に対する有権

者の冷やかな目とか、冷めた目というのが報じら

れることが多くなってまいりましたけれども、一

方で、維新の会など新勢力が既成政党に挑むとい

うような大規模な動きも起きているさなかでご

ざいまして、政党政治の再編と申しますか、政党

政治の再活性化といいますか、そういう歴史の曲

がり角、うねりの中での民主党代表選ということ

で、これは注目して皆さんの議論に耳を傾けたい

と思っております。 

内外ともに政策は文字どおり山積しておりま

すし、定数是正等の問題もありますし、また、こ

れからの他党との関係をどうするか、そういう問

題もございます。いずれも政治的リーダーシップ、

政治家の決断が真正面から問われる、そういう課

題だというふうに感じております。 

きょうは限られた 2 時間という短い時間では

ございますけれども、ぜひ、そういう幅広い話題

について、率直で明快なご意見をご披露いただい

て、民主党、そして日本の将来ビジョンを我々に

しっかり示していただければ、と思います。どう

ぞ、最後までよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。（拍手） 

 

総合司会 きょうの討論会の進行を簡単にご

説明させていただきます。 

1 部と 2 部に分けまして、2 部構成で行います

が、全体で 2時間を予定しております。途中の休

憩時間はございません。 

第 1部は、候補者による主張と討論です。企画

委員の神志名（かしな）泰裕が司会を務めます。 

第 2部のほうでは、会場の皆さんから寄せられ

ました質問に基づきまして、クラブの企画委員が

候補者に代表質問をいたします。お手元に質問カ

ードがあると思いますので、それに質問をお書き

ください。合図をしていただければ、係の者が取

りに伺います。 

なお、この討論会の模様は、あす日本記者クラ

ブの YouTube 専門チャンネルに動画をアップい

たします。 

また、文字のほうの記録版は、日本記者クラブ

のホームページにアップする予定でございます。

これは来週でございます。発言の確認などのため

に、どうぞご利用ください。 

 

総合司会 ただいまから日本記者クラブ主催

の「民主党代表選立候補者討論会」を始めます。

私は進行役を務めます企画委員の川戸恵子でご

ざいます。 

それでは、まず、候補者の方々を届け出順にご

紹介申しあげます。 

皆さんからごらんになって左から 

野田佳彦さん。 

赤松広隆さん。 

原口一博さん。 

鹿野道彦さんです。 

きょうの討論会は、第 1部と第 2部の 2部構成

で行います。第 1部では、私どもから候補者の皆

さんに事前にお知らせしましたテーマに沿って、

候補者同士で討論をしていただきます。そして第

2部では、会場の皆様方から寄せられた質問をも

とにしまして、4人の企画委員が候補を指名いた

しまして代表質問を行います。 

それでは、第 1部でございます。神志名企画委

員の司会で始めていただきます。よろしくお願い

します。 
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第一部 候補者の基本的な主張と討論 

①立候補の理由 ４候補の冒頭発言 

 

司会(神志名泰裕・日本記者クラブ企画委員) 

よろしくお願いいたします。第 1部の進め方につ

いて、手短に説明します。 

第 1部は、最初に、各候補の冒頭発言の後、早

速候補者同士の討論に入っていただきます。討論

の仕方は、テーマを 3つ用意しています。それぞ

れのテーマについて、まず質問をする候補者が、

だれに質問をするか、指名をしたうえで、自らの

主張を交えて質問をしてもらいます。これに対し

て、指名された候補者が答弁をする形で進めます。

1つのテーマで一巡した後、次のテーマに移りま

す。 

第 1部の発言時間は、すべて 1回お 1人当たり

1分 30秒以内とテンポよく進めたいと思います。

時間の管理は、ランプの点滅で行います。点滅を

し始めましたら時間ですので、発言を締めくくる

ようお願いいたします。 

それでは、まず冒頭の発言、ここでは、立候補

の理由と、新代表に選ばれた場合、何をやるのか、

最重点に取り組むのか、ということで、発言順は

届け順に、野田さん、赤松さん、原口さん、鹿野

さんの順番でお願いします。 

最初は野田さん、よろしくお願いします。 

 

日本を立て直す４つの柱  野田 

野田佳彦 このたびの民主党代表選挙に立候

補いたしました野田佳彦でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

昨年の 9 月に野田政権が発足をいたしました。

自来、震災からの復興、原発事故との闘い、日本

経済の再生、こうした課題について果敢にチャレ

ンジをし、全力で取り組んできたつもりでござい

ます。 

そうした中で、社会保障と税の一体改革という

大変大きな山もありましたが、これも何とか乗り

越えることができ、加えて、外交・安全保障の案

件、いろいろございましたが、冷静かつ毅然と対

応してきているつもりでございます。1つ 1つ山

を越えてまいりました。そして、いまもなおやら

なければいけないことがまだたくさんございま

す。これらのやらなければいけないことをしっか

りやり抜くために、中途半端に政権を投げ出すわ

けにはいかない、こういう思いのもとで、再び立

候補をさせていただいた次第であります。 

今回、資料でもお配りをされているかもしれま

せんが、日本の立て直しとして、4つの柱を打ち

出させていただきました。 

１つは日本経済の再生であります。一日も早く

デフレから脱却し、日本経済を活力ある、そうい

うものにしていきたいということ。 

2つ目は、分厚い中間層を復活し、ぬくもりの

ある社会をつくるということであります。この関

連では、まだ一体改革の宿題、社会保障を安定さ

せ、充実させるための宿題があります。こういう

ものを責任を持ってやり遂げるとともに、子ども

の元気、働く人の元気、そして地方の元気という

ものをあわせて実現をしていきたいと思います。 

3点目は、これは政治改革、行政改革、地域主

権改革、これを引き続きやり抜いていくというこ

と。 

それから、最後になりますけれども、国家の自

立を守り、アジアに繁栄の秩序をつくる。 

こういう 4つの柱を打ち出しながら、今回、論

戦をさせていただきたいと思います。 

元気な日本、そして日本を再生するためには、

もう一度民主党が元気にならなければなりませ

ん。一体改革を通じて、残念ながら傷を負ってし

まいましたが、今回の代表選挙を通じて、4人の

候補でしっかり議論をした暁に、より一層結集の

軸が明確になって、元気な民主党が元気な日本を

つくっていくんだ、そういう空気をぜひつくり出

していきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

民主党の原点に戻る  赤松 

司会 赤松さん、お願いします。 

赤松広隆 このたびの代表選挙に立候補させ

ていただきました赤松広隆でございます。 

私は、党の再生を果たし、国民との約束を守る、

実行する、その一念で代表選挙への立候補を決意

をさせていただきました。 

3年前、国民のあふれるようなあの熱気と、そ

して大きな歓喜、そしてまた期待の声の中で民主

党政権は誕生いたしました。しかし、残念ながら、

いま、この状況の中で、その熱気は冷め、むしろ

厳しい批判にさらされているというのが民主党

の今日の状況ではないか、このように思っており

ます。 

これは単に民主党だけにとどまらず、実は政党

政治全体に対する「しょせん」、「結局」、「ど

うせ」というような言葉に象徴されるように、政
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党政治そのものがいま危機に瀕していると言っ

ても過言ではない、こういう状況になっています。 

では、それはどこに責任があるのか。もちろん

政権党である私ども民主党に大きな責任がある

ことは事実ですから、それをしっかりと真正面に

受けとめながら、国民に対して、では、それをど

うして変えていくのか、何をやっていくのか、そ

ういうことをきちっと示していく責任があると

思っています。 

一言で言えば、民主の原点に戻る、そのことに

尽きるのではないか、というふうに私は思ってお

ります。 

私どもが 2009 年のあの燃えるような熱い戦い

の中で、格差の問題、貧困の問題、医療の問題、

介護の問題、そして子育ての問題などについて、

国民の不安を取り除く、何よりも国民の命と暮ら

しを守る、そういう原点、そして何よりも弱い立

場の人たちの、その立場の側に立つ、そういう立

場が私ども民主党であり、まさにそれが私どもの

原点だと思っております。 

残念ながら、この 1年間で、きのうも 3人離党

者が出ましたけれども、多くの仲間たちを悲しみ

の中で見送るということになりました。その人た

ちの意見をいろいろ聞きますと、もう少し議論を

させてくれたら、せめて多数決で決まったのなら、

あるいは最初に結論ありきで、そして質疑打ち切

り、そして政調会長である場合もありますけれど

も、そういう党の役員一任という形で決めてきた、

こういう党の運営や決定の方式に本当に問題は

なかったんだろうか、こういうふうに考えざるを

得ません。 

司会 時間が来ましたので。 

赤松 民主党は徹底した議論を行って、そして、

当たり前のことですけれども、みんなで決まった

ことはきちっと守っていく、そういう党風をぜひ

取り戻して、そして党内民主主義を確立する中で

国民の期待にこたえていきたい、このように思っ

ております。 

 

主権者はだれか、を問う  原口 

司会 原口さん。 

原口一博 民主党の代表選挙に立候補いたし

ました衆議院議員の原口一博です。どうぞよろし

くお願いいたします。 

私は、震災からの復興、そして原発事故の収束、

新しいチームでこれに当たりたい。特に、危機管

理、新たな情報通信、クラウドをつくって、そし

てこれから起こるであろう、そういう危機に対し

てしっかりと対応できる強い政府をつくってい

きたい、そう考えています。 

傷ついたのは民主党ではありません。国民の政

治に対する信頼であります。原発事故の対応を、

あの3月11日から一生懸命訴えてこられた、「『主

権者』は誰か」の日隅一雄さんという弁護士です。

国民の知る権利を一生懸命守り、そして隠されて

いた、いや、表に出てこなかった情報を表に出し

て、そして主権者に判断を仰ぐ、これが民主主義

であります。 

社会保障と税の一体改革、避けて通れません。

しかし、主権者はだれか。だれが決定するのか。

一部の政治家でも、総理でもない。そして、まし

てや官僚でもありません。国民の皆さんが、税は

払う義務だけではありません。払うという権利が

大事です。その権利の行使をする、そのことを私

たちは付託を受けていません。それが今回の民主

党の分裂につながっています。当然のことだと思

います。私はそれを御破算にしろと言う気はあり

ません。しかし、「主権者はだれか」、これを問

うために、今回の民主党の代表選挙に立候補いた

しました。 

そして、お手元にお配りしていますが、質実国

家日本、これを創造して、人間の安全保障を中心

に世界を平和にし、教育を中心に日本の国民の皆

さんの持つ大きな力を引き出して、そしてもっと

穏やかでやわらかな、世界に貢献できる、そうい

う国家の再生を図っていきたいというふうに考

えています。 

きょうはこういう機会をいただいて、本当にあ

りがとうございます。 

 

挙党体制をしっかりと  鹿野 

司会 続いて、鹿野さん、お願いします。 

鹿野道彦 このたびの民主党代表選挙に立候

補を決意いたしました鹿野道彦でございます。 

民主党が政権を担当させていただくというこ

とになりましてから、1年ごとの代表選挙で代表

がかわる、本当にそれでいいのかな、こんな思い

は正直いたしております。 

しかし、それではどうするか。解散すればいい

のではないか、こういうことになります。しかし、

本当にいま、信を問う時期でしょうか、というこ

とが私の気持ちの中にあります。 

まず、違憲状態を解消しなければなりません。

特例公債法を成立させなければなりません。そし
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て、いま外交上我が国に押し寄せている問題等々、

こういうことを考えたら、政治空白をつくるとい

うようなことが本当に望ましいことでしょうか、

ということであります。私はそういう意味で、ま

ずここは、やるべきことを 1つ 1つやっていかな

ければならない。政権党の民主党がいまこそ 1つ

になって、挙党体制をしっかりとつくって、そし

て、その責務を果たしていかなければならない、

こう思っております。 

その第一の取り組みは、何といっても原発、そ

して被災地の皆様に対する復興であります。やっ

ぱり福島、被災地の皆様方の意を体して、この問

題に被災地の方々が前向きに取り組んでいただ

けるような、そういう気持ちを、やはり私たちは

つくりあげていかなければならない、こう考えて

おります。 

 

②候補者同士の討論 

第一テーマ 消費税と社会保障 

 

司会 それでは、ここからは候補者同士の討論

に移ります。質問の順番は、お一人ずれて、赤松

さんからということになります。 

第 1のテーマは、消費税率引き上げと、社会保

障の一体改革の進め方についてです。消費税その

ものの評価、増税する場合の条件、社会保障との

関係など、多様な論点があると思います。 

それでは、赤松さんからお願いします。 

 

赤松⇒野田「増税を先行させるのか」 

赤松 まず、どなたかにを言うわけですね。 

司会 最初に質問される相手を指名されて、質

問をお願いします。 

赤松 野田総理にお伺いしたいと思います。税

と社会保障一体改革の最大の問題点は、結局、増

税だけが先行するのではないか、そのことに尽き

ると私は思っております。 

国民は、社会保障が本当に将来にわたって安心

できるんだということであれば、すべてとは言い

ませんけれども、ある程度の方たち、多くの人た

ちは納得をしていただける、このように考えてお

ります。しかし、今日までの 3党合意の経過をみ

てみますと、私どもがぜひこれだけはと言ってい

る最低保障年金の問題や、あるいは後期高齢者医

療保険制度の廃止、これらさえも、実は 3党合意

の中で、自民党、公明党等が納得しない、了解し

ないということになるのではないか。結局、うや

むやになってしまうのではないか。 

端的にお伺いしますけれども、社会保障国民会

議での議論で、この肝心の 2つの象徴的なものを

言いましたけれども、もしこの 2つが貫けなかっ

た場合、では、再来年からの 8％、そして、その

後の 10％の消費増税を、それができなくても、

そのまま続けて増税だけを先行させる、増税だけ

をやるということになるのかどうか、明確にお答

えをいただきたいと思います。 

もう 1つは、軽減税率の問題です。消費税が持

つ基本的な逆進性、これはやはり何とかしなけれ

ばいけない。生活必需品、低所得者、中小企業者

への配慮ということを考えるときに、いろいろ税

額控除その他も言いますけれども、一番シンプル

で国民に理解を得やすい、それは軽減税率の導入

だと私は思っております。それに対して、また与

野党の合意も、そのほうが得やすいと思っていま

すので、総理のお考えを聞かせていただきたいと

思います。 

 

野田 まずは、「増税ありき」という、そうい

う内容ではありません。あくまで今回国民の皆さ

んにご負担をお願いする消費税の引き上げは、こ

れはすべて使途は社会保障であるということ、す

なわち国民生活に直結した社会保障を安定させ、

充実をさせるための消費税の引き上げであると

いうことであります。この大前提を崩した議論を

すべきではないと私は思います。 

そのうえで、先般成立をした 8 つの関連法案、

法律でありますけれども、1つは推進法です。そ

して、7 つ（のうち）、2 つが税法です。さらに

5つは、子育て支援が 3つと、年金に関連するも

のでありますので、これらの中身も、これはしっ

かりと社会保障の安定につながる内容である、そ

のための安定財源確保のスタートが切れたとい

うことでありますので、そこは国民の皆様に明確

にお伝えしなければなりません。 

ただし、いま赤松さんがおっしゃったとおり、

宿題が残っています。それは、これからの高齢者

医療制度をどうするのか、年金制度をどうするの

か、我々の考え方はあります。その我々の考え方

を、国民会議という協議体の中で議論をしていた

だき、実現をさせていく、その第二段階に入って

いかなければならない段階でありますので、しっ

かりと民主党がこれまで積み重ねてきた議論が

成就するような舞台をつくって、そしてまとめて

いきたいと思っております。 

軽減税率についてお尋ねがありましたけれど
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も、低所得者対策はとても大事です。ただし、軽

減税率も 1つの考えですが、我が党は――党です

よ――給付付き税額控除でこれまでまとめてき

たはずなんです。いきなり軽減税率のお話をされ

ましたが、むしろ党内議論をしっかり踏まえてと

いうお話をされてきた赤松さんにしては、それは

公明党がそうおっしゃっているし、いろんな方が

そうおっしゃっていますが、我々は、給付付き税

額控除を基本としてこれから協議するべきでは

ないかと、それこそ党内の議論の積み重ねの結果

だと思います。 

 

原口⇒野田「3党合意の基盤は崩れた」 

司会 それでは、原口さん。 

原口 私は 3点、1点目は……。 

司会 どなたに質問されますか。 

原口 野田総理に。一緒に税調をやってきて、

そして、このような税の立て方がかえって財政赤

字を拡大するということで、総務大臣のときに、

財務大臣の野田総理と一緒に検討してきました。

そこで、質問は 3つです。 

1つは、マニフェストで約束をしていない、そ

の増税をやらなければいけない、その理由。そし

て、それが本当に許されるか、この根源的な質問。 

2つ目、いま赤松さんの質問にお答えになりま

したが、100％社会保障に使うというのは、これ

は民主党案であり、政府案です。しかし 3党合意

の当事者である自民党の答弁者がお答えになっ

ているように、200 兆円の国土強靭化計画、これ

にも増税は使えるという答弁があるわけです。そ

のことについてどう答えるのか。つまり、合意を

した相手が、ほかのものにも使えると。つまり、

詰まっていないのです。そこをどうするのか。 

そして 3点目、私は、3党合意の基盤は、残念

なことでありますけれども、この間の問責決議に

よって崩れている、というふうに思います。崩れ

ているどころか詰まっていないのです。この詰ま

っていないものをそのままにして、そして総理と

もずっと議論をしてきましたけれども、本則その

ものを、消費税は変えなければいけないと思いま

す。 

本則の中には、例えば非正規雇用の控除が入っ

ています。税率を上げれば上げるほど、非正規の

雇用の人たちがふえるんです。私たちは、正社員

の労働組合だけの代表ではないです。働く人を中

心とした、労働を中心とした福祉型社会をつくる、

これが民主党の原点であります。本則を変えるお

気持ちがあるのかどうか、この 3点を伺いたいと

思います。 

 

野田 3 つのご質問がございました。 

まず、国民の皆様にマニフェストを通じて約束

していないことをやることについてであります。

これは確かにマニフェストに記載をしておりま

せんでした。しかしながら、社会保障を安定化さ

せ、そして充実させていく、特に毎年 1兆円ずつ

自然増でふえていく中で、これ以上、現役世代に

偏った負担をお願いするとか、将来世代のポケッ

トに手を突っ込んでいくというやり方は、もはや

持続可能性を壊すことだと思いますので、これは

もう、国民生活を守るために万やむを得ない判断

で、先送りできない。これは、ある種、過去の政

権からのツケでありますけれども、そのツケをも

う先延ばしすることはできないと私は判断をい

たしました。そのことは、書いていなかったこと

については、国民の皆様に率直にお詫びをしなが

ら、その意義というものをこれから丁寧にご説明

をしていかなければいけないと考えています。 

それから 2 つ目は、国会における答弁の中で、

公共事業にも使えるような発言があったという

ことでありますが、これは法律でしっかり、また

予算、会計上も、上げる消費税についてはきちっ

と社会保障に充てるということを明記しており

ます。これが原則であります。そのうえで、財政

に多少のいわゆる安定感が出て、余裕があったと

きに、特に附則の 18 条で経済対策を講じること

になっています。その中でどうするかという、そ

ういう議論はあるかもしれませんが、消費税その

ものは社会保障に充てるということは、これは間

違いのない事実であります。 

それから最後は、3党合意が崩れているのでは

ないか。ちょっとランプが点灯していますが、3

つ質問がありますので、ちゃんと答えさせていた

だきたいと思いますけれども、確かに 3党で共同

責任を負ったはずなのに、あの参議院の問責は、

これは私は問責を受ける立場ですから、厳粛に受

けとめなければなりませんが、あの 7党が中心に

出した中身は、3党合意というのはどんなものな

んだいと、消費税引き上げ反対だというものに、

共同責任のある政党が賛成したことには、率直に

言って驚いています。驚いていますけれども、自

民党のほうも、今回の総裁選挙でも 1つの争点に

なるかもしれません。3党合意は公党間の重たい

合意です。国民のために、将来の世代のために政

治判断をお互いに責任を持ってやったことです
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ので、それぞれの政治日程が終わった後には改め

て確認をして、残された検討課題をともに知恵を

出して解決をしていく、そういう基本姿勢は、

我々は少なくともぶれずに持っていかなければ

いけないと考えています。 

 

鹿野⇒野田「子どもの給食に 7000 億円を」 

司会 それでは、鹿野さん、お願いします。 

鹿野 野田代表にお聞きしたいと思います。 

この社会保障と税の一体改革は、当然、消費増

税というもののエンジンと、社会保障というエン

ジン、2つがやはり一体的に動いていかなければ

ならないと思っております。 

そういう中で、1つ具体的な提案をさせていた

だきますが、この社会保障というものは、年金、

医療、介護、これは非常に大事であります。もう

1つ大事なことは、私は、子ども政策だと思いま

す。子ども政策。将来を担う子どもたち、この子

どもたちがいかに健全なる環境の中に育ってい

くか、これは本当に大事なことだと思います。 

それで、総合こども園というものが修正される

ようになりました。7,000 億の財源をどうするか

ということであります。私は、いまの子どもを取

り巻く状況を考えたときに、食です。我々が知ら

ないうちに、いつの間にか、子どもたちが本当に

健全な食を得ることができるか、そういう状況を

みたときに、家庭環境の関係から、なかなか食を

補足せざるを得ない、こういう実態が非常に多く

なってきているのです。 

そして、母子家庭の人もふえております。こう

いう方々の愛する子どもさんたちの健全なる食

というものを考えたときに、少なくとも昼食、こ

れはやはり給食としてきちっと子どもさんたち

に食べてもらう。そういう意味では、保育園、幼

稚園、小学校、中学校の給食にこの 7,000 億を充

てていくという考え方、私はそういう考え方を持

っております。いかがでございましょうか。 

野田 私は、政権交代以降、民主党はチルドレ

ン・ファーストの理念は、これは堅持しながら取

り組みを進めてきたと思っています。「子ども手

当」という名称ではなくなりましたけれども、新

しい「児童手当」という形で、中学生まで対象に

した、そういう制度になったということ。あるい

は、高等学校の授業料の無償化、母子加算の復活、

子どもを元気にするための政策はこれまでもや

ってまいりました。 

そのうえで、今回は一体改革の社会保障を充実

する柱として、子ども・子育て支援の部分に安定

財源としての消費税を 0.7 兆円充てていくとい

うことを入れました。加えて、さらにこれは消費

税以外で財源捻出をしながら、１兆円を確保して、

子ども・子育てをやっていこうということで、こ

れはチルドレン・ファーストの理念は堅持されて、

さらに取り組みを強化するということです。その

うち、いま鹿野候補からのご指摘は、その 0.7 兆

円を食育に全部充てろというご指摘でしょうか。 

鹿野 いま申しあげたようなことに充ててい

くということです。 

野田 はい。食育も大事だと思います。この社

会保障の充実の分野こそ、子ども・子育て支援と

いうところで、1つの柱ですが、そちらでやって

いきたいと思いますが、あわせて、私の今回の代

表選挙の公約の中でも、子どもの元気というとこ

ろが書いてあります。これはやっぱり教育の充実

もあわせての話ですので、その中で、いまの食育

の問題も含めて教育の充実を図っていくことは

可能だというふうに思っております。 

 

野田⇒鹿野「給付付き税額控除から変わ
ったのか」 

司会 それでは、野田さんの質問で、どなたに

質問をされるか。 

野田 いま 3 人の方からご質問をいただいた

中で、具体的な政策論争にふさわしいなと思った

のは、低所得者対策なんです。我々は、少なくと

も民主党は、給付付き税額控除を柱として考えて

まいりました。公明党、その他の党で、低所得者

対策としては軽減税率のほうがいいという党も

います。それぞれ課題がありますから、それまで

の間は、簡易な給付措置をとるという形にしまし

たけれども、確かに軽減税率は一般の方にはわか

りやすいのです。だから、世論調査をすると軽減

税率に行ってしまうと思うんです。だからこそ、

給付付き税額控除の意味というものを我々はも

っと説明していかなければいけないと思います

が、赤松さんは軽減税率の話をされました。 

共同記者会見で、鹿野候補も言われているんで

す、軽減税率を。鹿野候補の場合は、大綱を閣議

決定したときも、法案提出したときも、閣議決定

に参加をされています。そのときは、党内の議論

をベースにして、給付付き税額控除だったと思う

んです。お考えが変わったのかどうかを含めて、

鹿野候補にお伺いしたいと思います。 

 

鹿野 私が閣僚のときは、軽減税率は導入しな
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いという考え方でありました。しかし、その後の

議論の中で、いわゆる野田内閣としても軽減税率

について検討していこう、こういうふうな答弁が

なされているわけでありますので、そういうこと

を受けて、私はもう一度、この軽減税率について、

いろいろ具体的に検討するというふうなことが

よろしいのではないか、という考え方を申しあげ

ているということでございます。 

当然、税収がどうしても少なくなるというよう

なこと等々、という考え方もございます。しかし、

ヨーロッパの国々のことを考えると、かなり軽減

税率を導入している国もあるようでございます。

そういう意味では、これから議論する 1つの大変

大事なテーマではないか、こういうふうに思って

おります。 

 

②候補者同士の討論 

第二テーマ 最も重視する問題 

 

司会 それでは、第 1のテーマは、以上で一区

切りしまして、時間がややオーバーしておりまし

て、このランプが点滅し始めますと、大体おしま

いというサインですので、この後、テンポよくお

願いしたいと思います。 

第 2のテーマは、内政・外交課題の中で、最も

重視する問題は何か。大震災からの復興とか、原

発、エネルギー問題、ＴＰＰ等々、内政もありま

すし、外交も多くの問題を抱えています。ここは

各候補者に自由にテーマを選んでいただいて、質

問をしていただきます。 

最初は、原口さんからお願いします。 

 

原口⇒野田「原子力行政 規制と推進の
分離を明確に」 

原口 野田総理にもう一回お願いします。それ

は原子力政策です。枯渇性資源を使って、そして

それを後世に。自分が生きている間には処理でき

ない。そもそもこれが破綻をしているというふう

に思います。 

そこで、質問は 2つです。 

1つは、今回、原発事故、規制と推進を明確に

分ける、これは私たちが最低限やらなければいけ

ない。しかし、今回、原子力規制委員会人事、国

会を閉じてからなさっていますし、政府は原子力

事業者の解釈を、これまで、本当に国民が願う形

でやっているのかどうか。 

それからもう 1つは、20年後、30年後の原発

ゼロというのは、とりあえず現状維持ということ

にほかならず、原発ゼロにつながらないのではな

いか。私は、新たなエネルギーのパラダイム、原

発が私たちの国の経済にどれだけ多くの貢献を

果たしたか、それを否定するものではありません。

しかし、少なくとも規制と推進の分離、これは明

確にやらなければいけないのではないかと思い

ますが、総理のご見解を伺いたいと思います。 

 

野田 まず、前段の部分でありますけれども、

これは規制と推進を分離するということは、これ

はどなたも主張されていることだと思います。こ

れまでの原発行政の総括を通じて、規制と推進を

分離しなければいけない。そして、我々は規制庁

をつくろうという話になりましたけれども、独立

性の強い規制委員会をつくるべきだという国会

のご議論を踏まえて、いま対応しているわけであ

ります。 

規制委員会の人事についてのお話がございま

した。残念ながら、国会の中でいま同意を得る見

通しが立たないという中で、これは法律に基づい

て、規制と推進の分離をしないまま規制行政が空

白であるということはあり得ない、そうすべきで

はないという判断から、内閣総理大臣の指名で、

この委員長初め委員を指名をするということを、

万やむを得ずせざるを得ないと考えているとこ

ろであります。その人選については、いろいろご

意見があるかもしれませんけれども、ただし、過

去にこうした原発事故の対応をした経験がある

人などは限られております。限られた人の中から

最適な人選をさせていただいているということ

でございますので、まずは指名をさせていただき、

空白をつくらないということにご理解をいただ

きたいと思います。 

それから、中長期の原発依存の話ですが、これ

は政権発足以来、脱原発依存を申しあげてまいり

ました。それに基づいて、いま国民的な議論を行

っていただいておりますし、原発ゼロ、原発に依

存しない社会を強く望んでいる国民の声が過半

だと思います。そのやり方とか道筋については、

多様な意見があるかもしれませんが、そういうこ

とを踏まえた中で、先週、党として、原発ゼロ社

会を目指してという、その提言をいただきました。

これは私はしっかり受けとめなければいけない

と考えておりますし、特に 40年運転制限制を厳

格に運用することであるとか、新増設は行わない

ということであるとか、原子力規制委員会の安全

確認を得たもののみ再稼働する、こういう原則を

しっかりのみ込んで、政府としての対応をなるべ
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く早い段階、今週中には一定の方向性を出したい

というふうに思っております。 

これは、気合いだけでいく話ではなくて、何十

年も続いてきた原子力行政を大きくかじを変え

ることなので、引き続きコミュニケーションを図

らなければいけないところなどもあります。エイ

ヤッとは進まない部分がいろいろありますので、

そういう意味の調整をいまさせていただいてい

るというところでございます。 

 

鹿野⇒野田「『国民生活』がはずされた
成長戦略」 

司会 では、鹿野さん、お願いします。 

鹿野 成長戦略について、野田代表にお聞きし

ます。 

菅代表時代には、成長戦略を打ち出しました。

「強い財政、強い経済、強い社会保障」、このこ

とによって成長させていこう、こういうことであ

りました。そのときには、「国民生活のために」、

これが明確にそこにうたわれておりました。すな

わち我が党の考え方は、その国民生活第一、生活

第一ですよという考え方なんです。 

ところが、今回のいわゆる再生・成長戦略とい

う中、3つの考え方を軸として出されましたけれ

ども、「国民生活」というふうなところの文言が

外されております。そして、いわば財政と経済を

しっかりさせることによって、社会保障も持続可

能になるんですよ、こういうことが強調されてい

ます。 

私は、基本的には、やはり財政も経済も社会保

障も一緒に取り組んでいくことによって成長に

結びつくという考え方であります。そして、やは

り国民生活第一というのは民主党の原点であり

ました。我々が本家であります。ですから、やは

りそういう基本的な考え方だけは決して忘れて

はならない、こう思いますが、いかがでしょうか。 

 

野田 特に異論はありません。そのとおりだと

思います。「国民の生活が第一」という旗印は、

ちょっとどこかのところに持っていかれてしま

っていますけれども、商標登録の争いをするわけ

にもいきません。 

ただ、我々は理念としてこれはしっかり持って

いることは間違いありません。財政規律を守ると

いうこと、それを守らないと経済が立ち行かなく

なる、それは国民生活に影響するからです。 

社会保障は、どなたもどこかの人生の段階で必

ずその恩恵を受けるわけですから、それが持続可

能性がないような状況だったら、国民生活が一番

不安になります。そのためにも、社会保障の安定

化と充実をさせなければなりません。 

そして、何よりも国民生活で一番大事なことは、

しっかと経済が活性化されて雇用が確保される

ことでありますので、財政、社会保障、そして経

済、それらをしっかりと取り組みを強化すること

によって、国民生活を守るんだ、よくするんだと

いうのが我々のすべての政策の原点であるとい

うことは、鹿野候補のご指摘のとおりで、全く異

論はございません。 

 

野田⇒赤松「外交の基軸は日米同盟」 

司会 それでは、質問で、野田さん、お願いし

ます。  

野田 それでは、内政の話がちょっと続いてき

たので、少し外交の基本的なところを赤松さんに

お尋ねしたいと思います。 

私は、当然のことながら、近隣諸国と大局観を

持って仲良くやっていくということは基本だと

思います。その基本を置きながら、もう一方で、

日本の外交の基軸は日米同盟であると思います。

そのことを特に実感したのは、去年の東日本大震

災においての、あの“友達作戦”の展開等々を目

の当たりにしますと、それは揺るぎのないものに

私はなりました。日本の外交の基軸はやっぱり日

米同盟であり、それを進化させていかなければな

らないと考えております。 

そうした外交に対する基本的な認識を、赤松候

補はどのようにお持ちなのか。特に日米について

はどのようにお持ちなのかをお尋ねをさせてい

ただきたいと思います。 

 

赤松 基本的には、私も、日米同盟が日本の外

交の基軸だと思っています。私は農水大臣のとき

に、例の 20カ月月齢、30カ月月齢のことで、ア

メリカのカーク通商代表とも、1泊 3日の交渉で

ワシントンでガンガンやりました。そのときも言

ったんですけれども、やはり信頼関係がなければ

厳しいことも言えない。お互いに本当に心の底に

あることをきっちりぶつけ合いながらやってい

くというのが、私は、本当の友人の関係だろうと

思っています。 

例えば、昨今の問題では、オスプレイの問題な

ども、自分の国土ではできないから日本へ持って

きて、そして沖縄に配備して、その周辺で訓練す
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るということですけれども、それなども地元住民

の同意のないまま、あるいはそれだけ危険性に対

する日本人の不安が多い中、それを強行すること

は、むしろ日米関係、アメリカにとって決してい

いことではないですよ。ですから、しっかりとそ

の辺は了解を得たうえで、信頼を得たうえで、納

得のうえで進めるべきだ、それを基本的には考え

ています。 

ただ、一方、貿易をみても、いまや中国を初め、

その比率が非常に上がっていますから、東アジア、

北東アジアを中心とする、そういうところの関係

も、いままで以上に重要になってきているという

ことも事実ではないかと思っています。 

基軸は、総理と変わりありません。 

 

赤松⇒野田「民主党の原点はなにか」 

司会 では、赤松さん、どなたに質問されるか

を……。 

赤松 いろいろあるんですけれども、やはりい

ま民主党に問われているのは、原点は何かという

ことだと思うので、総理にお伺いしたいと思いま

す。 

私どもは小泉改革以降、その後の自民党の政権

も含めて、新自由主義によるいわゆる格差の拡大、

もうける人はどんどんもうけるけれども、力のな

い人はどんどん切り捨てられていく、それをやっ

ぱり正していこうというのが私ども民主党の原

点だったと思います。 

しかし、ねじれ国会の中で、野党との妥協も大

切だ、仕方ないという面は、私自身が郵政の委員

長をやってきてわかっていますけれども、しかし、

一番肝心なところは譲らない。多少、この辺ぐら

いまではというところは譲ってもいいんですけ

れども、民主党に対するいまの批判の一番大きい

ところは、談合と野合と話し合い。数がないんだ

からしようがないじゃないかということで、その

辺のところが妥協ばかりに走っているのではな

いかという批判があるのも事実だと私は思いま

す。やっぱりもう一度民主党の原点というのは一

体何なのか、私どもはそこにしっかりとスタンス

を置くべきだと思います。 

一例を言います。この間も言いましたが、次期

選挙に向けて、マニフェストで障害者の「障」の

字もないんですね。「再生戦略」、この間、出ま

した。126 ページ。しかし、126 ページの中で、

例えば障害者雇用なんていうことは一切触れら

れていない。実際に各企業が障害者雇用なんてい

うのは全然進めていないんです。にもかかわらず、

これを1％でも上げていこうなんていうことが本

当は出てこなければいけないのに、全く触れられ

ていない。やっぱりそれは目線の置くところがち

ょっと違っているのではないか、ということを感

じざるを得ないので、私はもう一度、本来民主党

が考えた原点に戻るべきだ、弱い立場の人たちの

そういう立場に立って考えるべきだ、そういう思

いの中で総理がどういうお考えかを聞かせてい

ただきたいと思います。 

 

野田 私は、人類が命懸けで獲得してきた価値

というのは 2つあると思います。1つは自由、も

う 1つは平等。この両立を図るということが、ま

さに知恵の要るところなんですが、あるときは自

由主義が行き過ぎてしまう場合があります。その

ときは、左足の平等主義を出す。左足が出過ぎた

ときは、右足の自由主義を出す。そのバランスを

とっていくことが、私は英知だと思います。 

その中で、いまの時代は、確かに格差が進行し

ている。そして、貧困の連鎖という問題がありま

す。とすると、格差是正という政策にスポットラ

イトを当てていくのが責任ある政治だと私は思

いますので、むしろ赤松さんのご指摘のような視

点がますます重要になってくると思います。 

したがって、いま税制改正というと消費税ばっ

かりに焦点が当たりますけれども、その消費税を

充てるのも、社会保障に充てるわけですから、こ

れはまさに再分配機能を強化するということで

す。加えて、所得税であるとか、資産課税につい

ても、この見直しは、格差是正の観点から、再分

配機能を強化するという観点から、改革をしなけ

ればいけないだろうと思っているということを

まず申しあげたいと思います。 

そのうえで、障害者政策について、これは政権

交代以降、おろそかにしてきたつもりはないんで

す。それも私だけの政権ではなくて、その前の鳩

山政権以降でありますけれども、例えば障害者基

本法の改正を去年やったり、そして本年 7月から

障害者政策委員会がスタートしたりしましたし、

そして障害者差別禁止法というのを、いま有識者

で検討していただいております。それを踏まえて、

来年には法案の提出を目指したいということで、

この政策をおろそかにすることはないと思いま

す。 

ただ、「日本再生戦略」に触れていなかったと

すると、これはいわゆる経済の対策だったからだ

ろうというふうに思いますが、これは党内議論を

踏まえて出てきた議論なので、ぜひそういうこと
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は強くご主張いただければ、当然触れていくとい

うふうに思いますし、そういうものを踏まえて、

今回、マニフェストのお話をされていましたよね。

マニフェストは、まだ骨格だけなので、これから

まさに代表選を通じて入れていくので、障害者の

政策はしっかり、ともに入れようじゃありません

か。 

赤松 再生戦略はもう出ているんですよ。内閣

の閣議決定をして出ているんです。 

 

司会 3 つ目のテーマに行きたかったんです

が、予定をしている時間が参りました。衆議院の

解散総選挙の問題、あるいは民主党の立て直し、

おそらくこの後、第 2部のところで質問が出ると

思いますので、候補者同士の討論については、こ

こまでとしたいと思います。 

川戸さん、お願いします。 

 

第二部 代表質問 

①総論 

 

総合司会（川戸） それでは、引き続いて第 2

部に入ります。 

まず、代表質問者をご紹介いたします。いずれ

も当クラブの企画委員でございます。 

候補者の方々からごらんになりまして左から、

実哲也さん。倉重篤郎さん。橋本五郎さん。そし

て、星浩さんです。 

第 2 部では、質問に対するお答えは、原則、1

分以内です。少しまた短くなります。ランプが点

滅いたしましたら、そこで発言を締めくくるよう

に、よろしくお願いいたします。 

ただし、質問によっては「イエス」、「ノー」

でお答えいただくような場合もあると思います。

限られた時間でございます、有効に使うために、

どうぞご協力をお願いいたします。 

それでは、代表質問を、橋本さん、よろしくお

願いいたします。 

 

質問「野田さん、一筋の涙を流したか？」 

橋本五郎 まず最初に、皆さんに総論的な政治

の基本姿勢をお伺いしたいと思います。多分に先

ほどの議論では 1対 3といいますか、野田さんに

質問が集中しているんですけれども、これからは

届け順にまずお聞きしたいと思います。 

まず、野田さんにお伺いしたいと思います。谷

垣さん、問責決議、自己否定するようなことをや

りまして、そして結果的には総裁選に出られなく

なった。このこと自体は、それは自らがもたらし

たものだと思うんですけれども、ただ、消費税法

案という極めて難事業を 3 党でやって、そして、

その際に「近いうち解散」ということを約束して、

それと見返りとは言わないけれども、そのことに

よって 3党合意ができたんですね。ところが、一

向に解散する気配はない、そういう中で窮地に追

い込まれたという面もある、ということを考えた

ときに、この谷垣さんの立候補をあきらめざるを

得なかったことに対して、野田さん自身は一筋の

涙を流したんですか。悪かったなあと。その同情

の気持ち、責任感、それがあったのか。 

あるいは、いやいや、そんなのは当然の報いだ、

そう思ったのか。これはかなり公党間の約束であ

り、それは私は基本にかかわることだと思ってい

ますから、あえて最初にお聞きしたいと思います。 

 

野田「谷垣さん不出馬は残念な気持ち」 

野田 涙は流していません。ただ、大変衝撃は

受けました。これはある意味、社会保障と税の一

体改革は先送りできないという問題意識を持っ

たということと、お互いに党内では、それを進め

るにはさまざまな山があったと思います。お互い

にそこを乗り越えて 3党合意に至り、そして党首

会談も経験をしましたけれども、最後は法律が通

ったという、その意味での、この国難を突破する

ためにいま決めなければいけない、というところ

の心の奥底における動静は、私は強く感じていま

した。ものすごく感じていました。 

したがって、今回、不出馬となったこと自体は、

他党の総裁選の話をあまり私がコメントするの

は失礼かもしれませんが、残念な気持ちがありま

す。それは間違いのない事実であります。 

ただし、そのことを踏まえて、お互いの代表選、

総裁選が終わった後も、きちっと 3党合意につい

ては履行していくという責任を持ち合いたいな

と思います。 

「近いうち」については、これはいろんな解釈

をされる方がいらっしゃいますが、2人だけの時

間になりましたけれども、天地神明に誓って、特

定の時期を私は明示はしていません。していませ

んので、それは谷垣さんがどう解釈するか、それ

がどうやって総裁選の力学に影響したかは、それ

以上のことは私は申しあげられませんが、天地神

明に誓って、特定の時期は明示していないという

ことは事実であります。 
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質問「赤松さん、日常的に議論しない体
質があるのでは？」 

橋本 「近いうちに」は、また後でお伺いした

いと思うんですけれども、赤松さんにお伺いしま

す。 

こういう分裂する事態にまで立ち至った、どこ

に問題があったのかということを、赤松さんは、

それは政権党として未熟だったと、成熟していな

かったと。それからもう 1つは、議論が足りなか

ったと、先ほどもおっしゃいましたね。もう少し

議論していれば、こんなことにはならなかった。

しかし、それはいつでも起きる話なのであって、

そのたびに日常的に議論していれはいい話であ

って、そういうことを怠ってきたからこういうこ

とになったのではないですか。私は、そっちのほ

うの反省が……。要するに、問題が起きてから、

いやいや、もっと議論すればいいという話ではな

くて、日常的にやっていない民主党の体質がこう

いう形になったと、私はそう思うんですけれども、

それはいかがですか。 

 

赤松「一任ではなく採決で決めて従う党
風を」 

赤松 実際に議論の様子も、橋本さん、ご存じ

のうえで言っていらっしゃると思うんですが、私

は、最終的には党の決定ですから、消費税、賛成

しましたよ。賛成しましたが、議論の中だと、例

えば 9割ぐらいの人は、大いに問題ありの議論だ

ったんですね。賛成の人は出てこないんだという

ことを言われる方もあるんですけれども、最終的

に、非常に強い反対意見を述べておられた方たち

も、両院議員総会等で、採決で、これは党全体の

決定なんだ、そういうことで決めてくれるのなら

自分たちも納得したと。しかし、総務会長一任だ

と、9割が反対しても、賛成でドンと答えが出て

しまう。これではやってられないわというのが、

それがすべてではないですけれども、多くの離党

者の方たちから出たお話なんです。 

だから、私は、これからもこういう問題、非常

に根幹にかかわるような、また皆さんに影響の多

いような問題は必ず出てくるんですね。だから、

それは徹底的に議論をして、最終的には、組織な

んですから、そういう決をとってでもきちっと明

らかにする、そして決まったことには、さっきも

言いましたけれども、やっぱりみんなが従ってい

く、その党風をつくらないと、議論だけが、いま

言われるように、どんどんいつまでも長引いて結

論がちっとも出ない、ということになりかねない

と……。 

橋本 一任じゃなくて、多数決にしろ、という

ことですね。 

赤松 そうです。やっぱり組織運営の原則は、

私はそれでやっていくべきだと思います。 

 

質問「原口さん、行革のために何をしたか？」 

橋本 原口さんにお伺いします。原口さん、消

費税について反対、そして、その際の理由が、増

税の前にやるべきことがある、こうおっしゃって

いますね。大概、何かをやろうとするときに、さ

せないための理屈として、その前にやることがあ

るというのは、大体相場は決まっているんですね。 

そうした中で、私はあえて聞きたいんだけれど

も、「行革特命政権」とおっしゃっていますね、

であるならば、これまで、もう 3年あったわけで

すから、では、原口さんは、その行革のためにこ

れまで何をしたのか、それをちょっと示してほし

いですね。 

 

原口「増税の前にやるべきことがある」 

原口 橋本先生、本当にありがとうございます。

すばらしい質問だと思います。 

鳩山政権のとき、あれは各省、全部 1割なんで

す。私、総務大臣でしたけれども、2割カットし

ました。そして、ＨＡＴ-ＫＺ（ハットカズ）シ

ステム、ひも付き補助金、天下り、そして官製談

合。官製談合の調査も全部やりました。まだまだ

足りていません。国と地方と協議の場、これをつ

くって、国と地方の二重行政、これは今回閣議決

定まで至りませんでしたけれども、いわゆる出先、

これの原則廃止ということを決定することがで

きました。これはこれから法律にしなければいけ

ません。 

もっと言うと、年間 5,000 億ぐらい、私たちは、

例えばこういう情報通信にお金を使っていまし

た。しかし、いつそれが導入されたのかもわから

ない。「レガシー」と言うのですけれども、古い

システム、年金なんて、そうですね。だから、“消

えた年金”の問題というのは、ある意味では非常

に難しい問題だったんです。こういったものに果

敢に挑戦しました。 

私は、増税の前にやるべきことがある、これを

言い訳で言っているんじゃないんです。選挙のと

きに言っていないんです。私は歳入・歳出構造改

革を一体でやるべきだと言った。だけど、選挙の



 

13 
 

ときに言っていなくて、後から、いやあ、政権を

とって気づいたから増税するよと、これではマニ

フェストが信頼されない。政治が信頼されないか

ら、一回原点に返って手続を踏もうじゃないか、

ということを申しあげています。 

ありがとうございます。 

 

質問「鹿野さん、違憲状態の解消はなぜ
できない？」 

橋本 鹿野さんにお伺いしますけれども、この

前も、代表選挙に立たれた。そして、先ほどのお

話では、1年ごとにかわるのはよくない、しかし、

やっぱり立たなければいけない、そう思った。そ

の中に、要するに決められない政治というのはお

かしいんだということをおっしゃっていました

よね。 

そして、まず違憲状態を解消しなければいけな

い。しかし、この違憲状態を解消するのは簡単な

話なんですね。我々が違憲状態を解消するわけで

はないんですよ。皆さんがやればいいだけの話で

すよ。それをやっていないじゃないですか。だっ

たら、まず、言う前に、解消されなければ選挙は

できないとか、まずやらなければいけないなんて

我々に言う前に、自分たちで黙ってやれば 1日で

できる話じゃないですか。どうしてそれができな

いんですか。 

 

鹿野「何もしていないわけではない」 

鹿野 具体的に、我が党の考え方で提案をして

いるんです。具体的に、ご承知のとおり、「0増

5 減」と、それから 40 名の定数削減を具体的に

提案しているんですよ。ですから、何もしていな

いということじゃないんです。 

ただ、それを、違憲解消するためには野党の

方々の理解が必要なんですよ、どうしても。これ

はもう釈迦に説法ですけれども。そうすると、野

党の方々に対して、誠心誠意この話し合いをさせ

ていただいて、ご理解をいただく必要があるわけ

です。そうすると、野党の方々は、解散せえ、と、

こうなります。 

しかし、いま、本当に解散できる状況なんです

か、ということを心から私はきちっと説明をする

べきだと思うんですよ。いま、本当に政治空白を

つくってはいけません。やっぱり復興と、それか

ら外交問題がこれだけ大きなときに、政治空白を

つくったら大変なことになりますよ。ですから、

そういうことを誠心誠意、野党側にもご理解をい

ただく努力をしていかなければならない、こうい

うことを申しあげているわけです。 

橋本 いやいや、あの連用制は誠心誠意じゃな

いよ。誠意がみられないというところに……。要

するに、解散封じだとだれもが思うような、野党

が賛成できないようなものを出すことによって、

むしろさせないというぐあいに思われているん

ですよ。ここが問題です。 

鹿野 いや、そこで、こういう案を民主党は出

しました。それに対して、どうぞ案を出してくだ

さい、ということを申しあげているんです。何も

一方的に我が党のものをどうしろ、この考え方で

なきゃならないということを申しあげているわ

けではないんです。どうぞ案を出してください。

なかなかその案が野党側のほうから出てこない

という現状もありますから、そういう意味で、決

して私どもが一方的にこの考え方、これでなきゃ

ならないんだ、ということだけ申しあげているわ

けではないということだけはご理解をいただき

たいと思います。 

 

②政治姿勢・党分裂の責任 

 

野田「離党者が出た傷跡 責任は痛切に
感じる」 

星浩 選挙制度、定数削減の問題は後でまたお

聞きしたいと思います。ここでは、政治姿勢につ

いて、野田総理にお伺いします。 

先ほども何回か出ておりますが、やはりいまの

民主党の混迷、それから国民の政治不信の 1つは、

民主党が政権交代したときに書かれていなかっ

た増税に踏み出したこと、それについての釈明、

説明が国民の耳に届いていないことだと思うん

ですね。野田総理もそれについてはおわびはされ

ておりますけれども、やはりこの問題、こうした

方針転換、政策変更があったということは、時期

のことは別として、なるべく早い段階で国民の審

判を仰ぐという必要があると思うんですね。それ

についての野田総理の基本的な考え方。 

それからもう 1つは、今回の代表選でも争点に

なっておりますが、その増税を進める過程で、民

主党という政権与党が事実上分裂をした。それは

政党のトップリーダーとして、結果としての責任

は逃れられないと思うんですね。 

その 2点について、総理の率直なお考えを聞き

たいと思います。 
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野田 まず、マニフェストに記載をしていなか

ったということは事実でございましたので、それ

はおわびをするとともに、説明をなぜしなければ

いけなったかということは、さっきも申しあげた

とおり、国民の皆様にしっかりやっていかなけれ

ばならないというふうに思っています。 

これは、一番大事なことは、社会保障にそのお

金を使うのであるということ。社会保障はまさに

国民生活に直結をしている、それを守るために、

どうしてもそれは避けて通れないということ、も

う先延ばしはできないということをしっかり説

明していかなければならないと思いますし、その

ことは前回のマニフェストに書いていなかった

わけですから、次の総選挙のときには、2014 年、

まさに 1 回目、上げます。次の翌年には 10％に

します。もちろん、そのための経済再生だとか、

いろんなことを書きますが、そういう予告という

か、今回通った法律を我々は実現をするとか、と

いうことはきちっとマニフェストに書かなけれ

ばいけないというふうに思っています。 

それから、後段の、この議論の過程において、

離党者が出て、そしていまも傷跡が残っていると

いうことについて、私は党のトップでありますの

で、代表として、その責任は痛切に感じています。

痛切に感じていますが、それをもって責任をとれ

という言い方もあるかもしれません。だけれども、

私は、やったことに対して、国民生活をにらんで、

将来をにらんで、その判断に間違いがあったとは

思っていません。議論の進め方とか決め方は、赤

松さんなどもおっしゃったところがあると思い

ます。その辺は猛省をしながら党を再生していか

なければいけないというふうに思っております

が、したがって、これだけ多くの傷を残しながら

進めてきたことのまだ宿題があるんです。そこを

貫徹をする、中途半端に投げ出さない、むしろそ

のために責任を果たして、政治を前進させる、そ

こに自分の責任は一番重く置いているというこ

とでございます。 

 

倉重篤郎 その傷にちょっと塩をすり込むよ

うな質問をいたします。 

どんなに立派な政策を訴えても、それを実現す

る数がなければうまく回らないというのが政治

の鉄則で、これまで民主党が最も苦労されていた

ことなんですね。いま、その数に非常に大きな深

刻な事態が起きていますね。衆議院の民主党の会

派の数が 247 ですか。ですから、国民新党連立で

入れても 250。過半数が240 ですから、あと十数

人離党してしまうと少数与党に転落してしまう。

かつて少数与党に転落した羽田政権、2カ月しか

もちませんでした。内閣不信任案を出されても否

決もできない、政策も通らない、こんな深刻な事

態が出てくる可能性がゼロではないという事態

の中で、この党首選こそ、まさにそれを克服でき

るかどうかという、非常に大きく問われる党首選

だと思うんですね。 

そこで、お一方ずつお聞きしたいんですが、ま

ず原口さん、失礼ですが、原口さんが離党予備軍

のリーダー的な見方をされていることが 1 つあ

る。それから、今回の推薦人をみても、旧小沢グ

ループから 9人の推薦人がおるし、それから、あ

と大阪の橋下さんとも関係、つながりがある。政

策についても、一番いまの野田政権に批判的であ

る、ということからしますと、もしかしたら、原

口さん、党首選が終わった後に離党するのではな

いか、という観測があります。このことについて、

明確にこの場でもし言えるのであれば、そのこと

について言及してください。そして、もしできる

ことであれば、その離党者たちをどうやって食い

とめるのか、ということについての知恵も出して

ください。 

 

原口「野田さんの心がみえなくなった」 

原口 倉重先生、ありがとうございます。 

負けたことを前提にしたお話で、負ける気は全

くありません。私は野田総理を前にして失礼です

が、本当に兄弟だと思っています。しかし、ある

ときから野田さんの心がみえなくなりました。野

田さんと一緒に目指してきた政権交代の実がわ

からなくなってきました。私よりも谷垣さん、私

よりも大島さんのほうが近いのか、と思ったとき

もありました。 

だから、私は、民主党の原点といったものを、

民主党をつくってきたんです。そこを捨てる気だ

ったら、小沢さんたちと一緒にとうの昔に離党し

ています。それをやらないということは何か。こ

れは、いま前段で大変大事なご質問がありました。

政権を組み直すしかないんです。 

あの石橋湛山、彼は自由民主党を、全議員の 3

分の 2の議決で除名されています。こんな、七十

何人も除名を繰り返したような政党はないんで

す。彼らこそ、私たちが約束を守ろうと。さっき、

総理のお話を聞いてみると、2009 年には増税の

必要は感じていなかったけれども、あのときだっ

て、社会保障は減らされ続けて、社会保障は莫大

にふえ続けて、それを賄うことは、私たち、考え
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ていたわけです。 

倉重 原口さん、組み直すということはいいん

ですが、最初の質問にぜひ答えていただきたいん

ですが、党首選後、もし負けたらということにし

ましょう。離党される覚悟はあるんですか、ない

んですか。 

 

原口「負けもしないし離党もしない」 

原口 ありません、と言っているわけです。負

けもしないし離党もしない。 

倉重 そういう離党を食いとめるために、どう

いう努力をされますか。 

原口 それは、やはり理念を合わせるしかない

んです。国民にお約束をしたその原点と。やっぱ

り公約なんて、政治家なんかうそっぱちだ、と言

う人がいますけれども、そんなことはないですよ。

一生懸命公約をつくって、そして議論をして、そ

れを提示して、それをあるとき、いや、違うこと

を言われたら、それは離党ということになるんで

す。理念を合わせて、そして政策を合わせる、も

う少し大きな政策軸、これを提示することが離党

をとめる唯一の手段です。 

 

野田「これ以上壊れてはいけない」 

倉重 野田さん、いま、心がわからなくなった

と言われていた原口さんから、党首選後はぜひ一

員として支えたいという趣旨の話だったと私は

思うんですが、野田さんが数の問題に対していま

抱いている危機感はいかがなものかということ。 

それからもう一点だけ、先ほど言われたように、

300 人ぐらいいた中の人たちが参議院も含めて

71 人離党してしまったということは、ちょっと

これまでの政治史の中では非常に異例でありま

す。その責任というよりも、その間に、小沢問題、

それから消費税という問題がありましたけれど

も、1人でもそれを食いとめるために、情理を尽

くした野田さんの説得する姿というのは、我々は

少なくとも外ではあまりみてこなかったんです

が、これから先、もっと重要な局面になるんです

けれども、それについての心構えを教えてくださ

い。 

野田 原口さんとはまだ兄弟でいたいと思っ

ておりますので。 

いまの党の現状について、特に衆参含めて数の

問題は大変厳しい状況になっているということ

は、深刻に受けとめております。したがって、こ

の代表選挙を通じて、結集する軸というものをお

互いに確認をしながら、日本の再生のために、こ

れ以上民主党が壊れてはいけない、そういうチー

ム力を回復する機会にぜひしたいと思います。 

情理を尽くした説得、必要が当然出てくると思

いますので、そのことはしっかりやり抜いていき

たいというふうに考えております。 

 

③解散時期 

 

橋本 近いうちに解散と、これは 3党合意する

1つの大事な、ある意味では条件だったわけです。

おそらく、野田さんにお聞きしますと、それは時

期は言っていない――先ほどもそうでした――

とおっしゃるでしょう。ただ、これは飲み会と違

うんですから、公党間でこれだけの重い約束をし

ているということで、私はあえて野田さんに聞か

ないで、ほかの 3人の方に聞きたい。「近いうち」

というのはいつを意味するんですか。来年じゃな

いでしょう。 

それは、いま政治空白を置くべきじゃないとい

う鹿野さんの立場はもうわかりましたけれども、

赤松さんから順に、「近いうち」というのはいつ

なんですか、普通、常識的に。 

 

赤松「『近いうちに』は２～３カ月」 

赤松 解散権というのは総理の専権事項です

から、これは言うまでもないと思います。ただ、

谷垣さんと野田さんが、お二人で他を排して話さ

れた、その後の記者会見で「近いうちに」という

ふうになったと思います。 

スペイン語のアオリータ（ahorita）はいろん

な解釈があるようですが、常識的には、「近いう

ち」というのは 2～3 カ月というのが常識だと思

います。 

しかし、我々は総理をかわってもらおう、野田

さんから僕にかえてほしいという前提でこの代

表選挙に出ているわけですから、当然、私がなっ

た場合は、谷垣さんも野田さんも両方ともかわっ

てしまったわけですから、それは全く拘束されな

いという考え方です。 

 

原口「すぐでしょう」 

橋本 原口さん、どうですか、端的に。 

原口 野田さんに聞かれるしかないんじゃな

いか。そこにいませんから。だけど、本音で言え

ば、「近いうち」といったら、すぐでしょうね。 
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橋本 わかりました。鹿野さん、どうでしょう。 

鹿野 私は、最初は、近い将来というふうなこ

とでしたですね。それが代表と総裁の間で「近い

うちに」、こういうふうになったという報道で承

知しています。しかし、その際、どういう文脈で

そういうふうなことになったかということは、私

も承知いたしておりません。そういう意味では、

その中身について、いま私からこうです、ああで

すというふうなことを言及するのは、いささか僣

越ではないかなと思っております。 

 

野田「詰めた議論はしていない」 

橋本 この 3 人の極めて常識的な回答に対し

て、野田さんはどう思われますか。 

野田 まあ、解釈はそれぞれあるでしょう。「近

いうち」は、飯を食う話でもないし、解散の時期

ですから、それ以上でもそれ以下でもないとしか

言いようがないんです。感じ方はいろいろありま

す。党首会談の中身は、相手もあることだから言

いませんけれども、言いませんけれども、その詰

めた議論は間違いなくしていません、時期は。私

も示していませんし、それを谷垣総裁から詰めて

きたわけでもありませんので、あくまで総理大臣

の専権事項の中で判断をするということだと思

います。 

 

野田「外交日程と政局をからませる話で
はない」 

星 現在の経済情勢などをみますと、やはり予

算編成を年内に行い、年度内に予算成立を目指す

というのは、経済運営の中ではかなり必須条件に

なってくると思うんですね。野田総理の判断の中

には、年末の予算編成に支障のないような判断と

か、今回は、12 月にロシア訪問を約束をしたわ

けですが、そういった外交日程などについての考

慮も入ってくるんでしょうか。 

野田 予算編成は、政権として当然、常にどう

いう予算をつくるか、着々と準備しなければなり

ません。いまは 9月で、9月としてやることがあ

ります。概算要求が出てまいりました。それをこ

れから具体的に精査をして編成をしていくとい

う作業に入っています。それは政権与党としては

一番の仕事ですので、一日たりとも予算をおろそ

かにするという考えはございません。9月にやる

こと、10 月にやること、それぞれの月にありま

す。10 月でとめてしまうと変な予測を買います

が、11 月にやること、12 月にやること、ずっと

あるんですね、毎月ごと。それはまさにルーチン

ですから、しかも、予算というのは政権与党の思

いが入っています。それを当然、責任を持ってつ

くり上げていくというのは、私が総理である限り、

やらなければいけないと思います。 

ロシアの外交日程は、もともとプーチン大統領

から年内訪ロ要請をされていました。それに対す

る回答は、近々、次官の協議をやる、外務大臣の

協議を 11 月にやるとすると、おのずと年内とい

うのは、日本国総理大臣として 12 月と回答する

のが、これは筋です。外交日程と政局を絡ませる

話ではありません。だから、また、それを 12 月

と言っていないというと、その前に解散があるか、

という考えも持たないでください。 

例えば、来年の夏の外交日程を決めることもあ

ります。じゃ、来年の夏まで、おまえは総理大臣

をやるのか、という解釈もしないでください。外

交日程と内閣総理大臣、これは責任ある判断、政

局では判断していない、ということだけぜひご理

解いただきたいと思います。 

 

倉重 解散時期について、ちょっとしつこいん

ですけれども、野田さんはなかなか言いにくいと

思うので、ほかの方にお聞きするんですが、赤松

さん、「近いうち」に拘束されないという話だっ

たんですけれども、確かにある程度の時間を置い

てやったほうが、党利党略とは言いませんけれど

も、ベターであることは間違いない。 

しかし、この局面で、どれだけ解散の先延ばし

が図れるのか。まず、この秋の臨時国会をどう乗

り切るのか、予算編成をどう乗り切るのか、それ

をうまく乗り切って、解散の時期を少しでも先送

りできる方法があれば、ぜひ野田さんに助言して

あげてほしいんですが、いかがですか。妙案はあ

りますか。 

 

赤松「代表選後、6～7名が野党に行って
しまうと」 

赤松 私は、民主党が有利とか不利とか、いま

厳しいとか厳しくないとか、そういうことは横へ

置いておいて、基本論として、やっぱり与えられ

た任期 4年はそのままやるべきだと。ただし、不

信任案が出たときは、これはもう憲法の規定に従

って総辞職か解散ですから、これはせもう直ちに

もちろんやることになるわけですが、そういうこ

とでなければ、私は、やっぱり 4年間、マニフェ

ストも 4 年を前提として出しているわけですか

ら、仮にいま民主党が有利だとしても、僕は、や

るべきではない、これはずっと前から言ってきて
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おります。 

ただし、今回、先ほどもご指摘があったように、

実際には横路さんとか土肥隆一さんとか、いま会

派を離れている方たちも含めても 13 ぐらい――

国民新党のお 2 人を入れても――という状況で

す。では、この代表選挙後、6～7 名がかわって

野党側に行ってしまったということになれば、こ

れは内閣不信任案が出る可能性があります。それ

は可決するかもしれません。そうなったときは、

総理が好むと好まざるとにかかわらず、それは総

辞職か解散、どっちか選択しなければいけないわ

けですから、そういうこともあり得るでしょう、

というふうには、ちょっと評論家的ですが、思い

ます。 

 

鹿野「いま政治空白を作れるか」 

倉重 ありがとうございました。 

もう 1つだけ。野田さんはおっしゃらないけれ

ども、党のナンバーワンである輿石さん、それか

ら樽床さんからは、明確に来年のダブルがいいん

だという話があります。確かに衆参の結果が同じ

になる、それから、ある程度争点が詰められる、

ある意味ではポピュリズムに対する判定が、ある

程度時間を置くことができるという党のメリッ

トはあると思うんですが、この辺について、鹿野

さんのご見解を。 

鹿野 今日の衆参のねじれという状況がいか

に政治の停滞を招いているかというのも、これも

現実でございます。そういう意味で、これを解消

するためには、来年において同日選挙をやって、

衆参に対する国民の審判を仰ぐというふうなこ

とによってねじれ解消をしたらどうかという考

え方があることは承知をしております。 

ただし、私は、そういうことも大事なことであ

りますけれども、それ以上に、本当に、先ほど申

しあげますとおり、いま政治空白をつくれるか。

福島県民の方々の気持ち、ちょっと考えてみてく

ださい。あの宮城、岩手の被災地の皆さん方の気

持ちを考えてください。忘れたんですか、自分た

ちの被災の状況を。いま福島の人たちは、16 万

人の人たちがまだ戻れなくているんですよ。そう

いうこと対して、政治が、いや、おれたちはとに

かく解散をしてやればいいんだ、というようなこ

とになったときに、本当にそれが政治であるのか

ということを考えるたびに、私は、ある程度見通

しを立てたところでやっぱり信を問うというふ

うなことが政治家としての基本ではないかな、こ

んなふうに思うものですから、私とすれば、そう

いうことを率直に……。 

それに、外交があれだけいま厳しい問題が提起

されているときに、はい、選挙ですよ、これ、果

たしていいんでしょうか。これは専門の先生方か

らも、ぜひ指摘していただきたいと思うんですよ。

お願いします。 

 

④復興・原発 

 

橋本 私は、でも、復興のことと解散のことと

いうのは、それは違う話で、いま、解散以前の話

として、東日本大震災からもう 1年半たった。じ

ゃ、ちゃんと政治はやっているんだろうか。これ

は関東大震災、もっと大変な被害の出たのをみて

いっても、非常に遅いんですよね。 

野田さんにお伺いしたいんですけれども、去年、

原発の収束宣言を出した。実は、一体あれは何だ

ったのか、こう思っている人が多いんですね。そ

れから、いろんな中間貯蔵施設の問題にしても何

にしても、要するに先がわからない。先がわから

なくて、中間が最終になるのかどうかもよくわか

らない。こういうわからないだらけで、それは難

しいことはわかるんですけれども、そこをある程

度道筋を示すのが政治なのであって、それにこた

えていないと私は思うんですけれども、その点は

いかがですか。 

 

野田「復興の道具立てそろってきた」 

野田 復興については、いろいろ評価があるか

もしれませんけれども、例えば 3県全体で考えた

場合に、直轄の国道等は全部修復したりとか、鉱

工業生産では、震災前の水準に達したとか、いろ

んな結果は出てきているんです。 

ただ、ご指摘のとおり、福島のところは、例え

ば賠償、この間、枠組みについては合意すること

ができましたけれども、除染、住民の健康管理、

そして何よりも雇用をつくり出すための産業振

興等々、まだ課題がありますし、ふるさとに戻る

ためのさまざまな計画、それもまだちょっとまだ

ら模様のところがあります。そうしたものを、よ

うやく復興庁であるとか、復興特区とか、復興交

付金とか、道具立てがそろってきたことをうまく

使いながら、それを生かしていきたいと思います。 

中間貯蔵の問題は、当然、そこは最終処分には

しないんですけれども、その説明をしながら、い

まちょっと具体的なやりとりをしていて、機微に

触れるところではありますけれども、丁寧に関係
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町村に説明をしていきたいと思います。 

 

実哲也 原発の問題ですね。原発をこれからど

うしていくかということについて、民主党のほう

では、稼働率、原発稼働を 30 年代にはゼロにす

るという話をされていますが、原口さんは会見の

中で、いや、そうじゃなくて、もう原発ゼロの計

画、直ちに着手するんだということ、それから国

民投票、諮問型の国民投票にするということを指

摘されているんですが、これはいわば、もう再稼

働は基本的にはしないんだということなのか、そ

れから原発の是非というのはまさに国民投票で

決めるんだ、そういうお考えでしょうか。 

 

原口「原発ゼロアクションのプログラムを」 

原口 はい、ありがとうございます。 

ゼロアクションのプログラムをつくるべきだ

ということを申しあげています。 

あす、大飯に伺うわけですけれども、原発の立

地地区、きのう、夕張に参りまして、ものすごい

エネルギー転換、国策の転換で、12 万人おられ

た夕張市民は、もういま 1万人ちょっとになって

います。今回、大飯もそうですし、全国にある原

発立地地域、そこをどうするかということなしに、

単に原発ゼロだといっても何の意味もない。また

再稼働についても、原発の技術者やあるいは資本

といったものを損ねて、じゃ、ゼロアクションが

できるかというと、それは違うというふうに考え

ています。技術が必要であり、資金が必要であり、

一気に不良債権化してはならない。 

ただ、そのうえで国民の皆さんに問いたいのは、

カリフォルニアよりも狭いこの日本の地域で、も

う一回福島第一原発事故と同じことが起きたら、

逃げることができるんでしょうか。そして、我が

国の国土を子どもたちに引き継ぐことができる

んでしょうか。そのことについてはしっかりとす

べての情報を開示して、国民の皆さんに問わなけ

ればいけない。 

私は、大規模・独占・集中、そして放射性物質

という非常に人間が扱いにくいものを扱う、これ

は早ければ早いほど手放したほうがいいという

ふうに考えています。 

東海村の処理のところへ行けば、もうその処理

の現実がどうなっているかは、皆さんご案内のと

おりです。その現実を正直に国民の皆さんにお示

しすることからスタートするんだ、このことを申

しあげたいと思います。 

実 その反面、原発を早くゼロにした場合、企

業にとっては電力コストの上昇、また結果的には

雇用にもつながるんじゃないか、そういう不安も

多いと思うのですが、その辺についてはどういう

ふうにお考えですか。 

原口 それはだから、スマートグリッドやいろ

んなところで、パラダイムそのものを、エネルギ

ー社会政策、あるいはエネルギー資源政策そのも

のを変えるべきだと私は考えています。大規模・

独占・集中で一部の人たちだけがエネルギーをつ

くっていて、それを前提にしたら、原発がなくな

ればエネルギーに対する不安は出るでしょうけ

れども、いま太陽光や海洋や、いろんなところで

エネルギーができてきました。日本は世界で 6番

目に大きな海洋を管理する国家です。私は、そこ

を乗り越えていく技術というのは決して不可能

ではないし、もうスマートシティやスマートグリ

ッドといったものがスタートしている中に、そこ

に思い切り資本を投入すべきだと、そう考えてい

ます。 

 

野田「リアリティーのある中長期の方向
を示す」 

実 野田総理にお伺いしたいんですが、原発ゼ

ロを目指すというふうにした場合、まさに再処理

施設が――結局再処理によって核燃料サイクル

をやっていくというのが従来の方針だったわけ

ですが――これがなくなってしまう。そうすると、

当然地元の反発もありますし、そもそも従来の核

燃料サイクルによる政策自体を変えなくてはい

けないのではないかという話になってくるので

はないかと思うんですが、この辺はどういうふう

にお考えでしょうか。 

野田 私は、昨年の事故があって、これは単な

るポピュリズムではなくて、国民の一時的な感情

ではなくて、やっぱり原発に依存しない社会を目

指さなければいけないという、ある種、強く覚悟

が出てきていると思うんです。それを政府として

も受けとめて、政府としても覚悟を決めた対応を

しなければいけないと思います。 

したがって、党からの提言についてはしっかり

受けとめていくというお話をさせていただきま

した。受けとめてさせていただきますけれども、

それはフロントエンドの問題だけではないので

す。ご指摘のあったバックエンドの話をどうする

のかとか、あるいは国際社会との関係をどうする

のかとか、大きくかじを切るということは政府と

して判断しなければなりません。でも、引き続き
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関係するところときちっとコミュニケーション

を図っていくということを続けることができな

かったら、かじを切るだけではいけないんですね。

いまその辺のぎりぎりの詰めをやらせていただ

いているということでございます。 

ただ、方向としては、私はリアリティーのある

――実は、課題自体は重たい課題ばっかりなので

す。その課題をどうやってこれから乗り越えてい

くのか、そのための協議を継続することができる

かということも含めて、国民の皆様にきちっとお

示しをしながらの、リアリティーのある中長期の

方向を出さなければいけないと思うし、そのリア

リティーというのは、例えば再生可能エネルギー

を大々的に普及するとか、省エネを徹底する、ま

さにそうなんですが、それを例えば電光石火で予

算づけで、どこまでリアリティーをもってスター

トを切れるのかを含めて、総合的に政府として覚

悟を持たなければいけないと考えています。 

 

⑤経済政策 

 

野田「一体改革の山は乗り越えた」 

実 次に、経済政策全般の話をお伺いしたいと

思います。 

まず総理にお伺いしたいんですが、消費税の増

税というのは、3党合意を踏まえて法案が通った

ということで、1つの成果が出たという評価がで

きると思うんですが、その反面、それ以外のさま

ざまな懸案が先送りにされたという批判もある

わけです。ＴＰＰもそうでしょうし、先ほどちょ

っと出ました社会保障についても、もちろんある

程度のことが入ったとはいえ、大きなものはちょ

っと先に送られたというような印象もあるんだ

と思うのですが、まずそういう批判といいますか、

見方についてはどういうふうにお考えでしょう

か。 

野田 基本的には先送りということではなく

て、何でもそれは精神論で決めてしまえば、決め

るやり方はあるかもしれません。でも、着々と、

じゅんじゅんと進めていくというのは、やっぱり

段取りが必要です。 

一体改革という山は乗り越えることができま

した。 

ご指摘のあったＴＰＰについては、いま関係国

との協議をしている最中であって、その中でまだ

さまざまな関係する国のどういう意図とかとい

うことを汲み取りながら、それを国民の皆様に情

報開示しながら国民的議論をやって、そして最終

的には国益の視点に立った判断をするという、そ

のプロセスの途中にあるんです。去年の 11 月に

交渉参加に向けて協議に入りましたけれども、残

念ながら、まだその協議が続いているということ

ですし、それを拙速に進めることで国益に反して

もいけないということでございますので、これは

あくまで党内の事情とか国内事情じゃなくて、協

議の進展がそういう段階であるということなの

です。だから、本当は決めなければいけない時期

があるというわけではなくて、そこが熟さないと

決めることができないということで、そこはご理

解をいただきたいというふうに思いますが、その

他、経済……。 

実 いまのＴＰＰのことで、追加的にですが、

おっしゃるように、協議が続いているということ

であるとは思うんですが、一方で、国内の反対を

している人たちへの説得とか説明とか、あるいは

議論を深めるとか、そういうところが果たしてさ

れたのかどうかというのは、やや疑問があるのか

なあということ、それについてのお答えをいただ

きたいのと、あと、そうは言いながら、協議はい

つまでも続ければいいというものでもないでし

ょうから、もちろん相手があるからというのはあ

るにしても、どこかの時点ぐらいまでにはぜひ実

際の交渉の表明等にいきたいというような、何か

めどがありましたら言っていただければと思い

ます。 

 

野田「ＴＰＰ いつまでに決めるという
話ではない」 

野田 大原則は、これはアジア太平洋地域にお

いて、自由貿易、投資のルールをぜひつくってい

こうという、ＦＴＡＡＰを実現しようというのは

あります。それはＡＰＥＣに参加している国は全

部それは望んでいることです。その道筋としてＴ

ＰＰもあるし、東アジア経済連携というＡＳＥＡ

Ｎとインド、オーストラリア、ニュージーランド、

日中韓を含んだ、そういう枠組みも出てきている

し、日中韓も動いています。それ自体は高いレベ

ルの経済連携を模索して、アジア太平洋地域にそ

ういう経済統合をつくるということは、私は大事

だと思います。そのうちの 1つの道筋がＴＰＰで、

いまの状況でありますけれども、先ほど申しあげ

たとおり、いつまでに決めなければいけないとい

う話ではなくて、まさに相手国の考え、どんなこ

とを望んでいるかを我々がどうのみ込んで、それ

をきちっと国民の皆様にご説明をして、国益の視

点に立って決めるという、そのプロセスは非常に
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重要だと思っているので、そのプロセスも途中で

す。 

その説明は、対話集会とか意見交換会、これま

で 100 回ぐらいやってきています。でも、それは

もっときちっとその都度やっていかなければい

けないし、これまで以上にやっていかなければい

けないと考えています。 

 

倉重 ＴＰＰについては、残りのお三方は、慎

重か反対といいますか、そういうお立場だと思う

んですが、代表して、赤松さんに、要は、やはり

党内融和として、野田政権が掲げている 1つの目

標に向かって物事を決めていくというのは 1 つ

の基本的なラインだと思うんですが、どうやって

これを、そういう立場からお進めになるのか、進

めたらいいのか。 

 

赤松「21 項目の中身は開示されていない」 

赤松 誤解しないように聞いてほしいんです

けれども、私どもは別に何でもかでも江戸時代の

封建社会に戻して一切関係を断とうなんて言っ

ているわけではないんですね。どんどん開いてい

くことは賛成ですよ。ただ、僕は文章でも書いて

いますが、やっぱり国益を考えて、いま総理も言

われましたけれども、どういう形で開いていくこ

とが日本にとって国益にかなうのか、それをやっ

ていくべきだと思うんです。 

私自身が、韓国ともＦＴＡの交渉をしてきまし

た。それからアメリカともやりました、カークさ

んとも。ＷＴＯへ行って、ヨーロッパの国々とも

やってきました。いろいろな国々でやる中で、メ

キシコともＦＴＡの再交渉をして、上乗せしまし

た。やりながら、ただ、どちらにしてもＴＰＰの

場合は、中国とか韓国とかインドとか、これから

どんどん発展していくだろうというところが入

っていないんですね。そうしたらば、いわゆるＡ

ＳＥＡＮ＋6のほうがむしろより国益にかなうの

ではないか。より日本にとって現実的ではないの

か。 

アメリカに、例えばＴＰＰをやりました、じゃ、

日本は、自動車はそれで関税が下がるんですか？ 

何々がなくなるんですか？ もうほとんど実際

上、トラックを除いて、関税はないのです。反対

にアメリカからは、例えば遺伝子組み換えの表示

をやめろとか、あるいはＯＩＥ基準に従って、危

険部位の眼球も脊髄も、全部そのまま入れさせろ

とか、それから医薬品の関係もあります。いろん

な問題があるので、いま、説得しろという話もあ

りましたけれども、まさにそういうことだと思う

んですね。情報開示して、だから、こういう心配

がある、こういう心配はない、あなたの考えるよ

うなそんなことにならないから、というようなこ

とをちゃんと明らかにして、そして最後は、日本

にとって何が国益なのか、何が有利なのか、国と

国ですから、アメリカの利益よりも、中国の利益

よりも、やっぱり日本の利益を守らなきゃいけな

いわけですから、私はそういうことをきちっとや

っていくべきだ。 

残念ながら、21 項目、ほとんど中身について

は開示されていません。だけども、日本が開かれ

るんだからいいじゃないかとか、賛成しろよ、な

んていう論では、これはやっぱり非常に影響も大

きいし、これからの日本の発展の 1つの土台にな

るわけですから、それはどの組み合わせがいいの

か、どういう形で進めていくのか、開くことは大

賛成ですけれども、そこはやっぱり十分慎重にや

っていくべきだと思っております。 

 

野田「私の政権になってプラス成長が続く」 

実 またこれ、野田総理に伺いたいんですが、

最初の野田総理の発表された中で、経済再生の実

現というのを最初の柱に挙げておられまして、消

費税増税というのを踏まえてのご指摘なんだと

思うんですが、その中で、1年以内のデフレの脱

却、それから 2年以内の競争力回復というのがご

ざいます。そこで、財政出動を含めた対応という

言葉もありますが、具体的に、どういうイメージ

を持っておられるのか、いつごろ、例えばこうい

うような形で財政出動するように考えておられ

るのか。 

例えば、先ほどもちょっと出ましたけれども、

自民党は国土強靭化計画ということで、公共事業

を非常にやっていこうというのが強い傾向にな

っていますけれども、この辺が柱になるのかどう

か、その辺ちょっとお答えいただけますでしょう

か。 

野田 私の政権になってから 4四半期連続、と

りあえずはプラス成長が続いているんです。ただ

し、4 月－6 月は下方修正されたように、ちょっ

と注意をしなければいけない状況になってきま

した。1－3（月）はすごくよかったんですね。と

いうことで、切れ目ない経済対策を講じていかな

いと、いまは基本シナリオは、復興需要に支えら

れて、それを背景として、一定の、2％以上の成

長ができるだろうということですが、海外の下振

れ要因等もありますし、気を抜くと、やっぱり失
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速する可能性があります。緩やかに回復している

傾向があることは間違いないんですが、それを力

強い歩みにしていくためには、いまは復興が後押

しをしていますけれども、民需主導のものに切り

かえていくという、そのタイミング、それをみて

いかなければいけないと思います。 

そこで、だから「切れ目ない」という言葉を書

かせていただいておりますが、4－6（月）の分析

をよくしながら、補正をどこかでやらなければい

けなくなるだろうと思います。その時期をどうす

るかを含めていま検討しなければいけないと思

いますが、その中身としては、それは自民党型の

何とかではなくて、少なくとも多くの地域の要望

というか、間違いなく切実なのは、あるいは効果

があったというのは、立地補助金とかというので、

グループ補助金なんかはまだすごく需要があり

ます。そういうものを盛り込んだ内容の当面の対

策は必要になってくるかもしれませんし、でも、

ベースは「日本再生戦略」をまとめたわけですか

ら、グリーンとライフと農林水産業、中小企業、

ここに軸足を置きながらの来年度の予算編成が

ホンチャンですが、その前に前倒しをする必要が

出てくるかどうか、その中身はどうするかという

のは、これから精査をしていきたいというふうに

思います。 

 

野田「社会保障の不断の見直しは必要」 

実 また総理にお伺いしたいんですが、社会保

障改革ということで、消費税の増税によって社会

保障の充実ができる道筋もできたというのが、一

応民主党あるいはこの政権の考え方だと思うん

ですが、一方で、これからの将来の高齢化を考え

ると、おそらく今度増税したぐらいでは持続可能

性のある社会保障制度を築くのは難しいのでは

ないか、社会保障の伸びについてもかなり抑制し

ていかないと苦しくなるのではないかというよ

うな、そういう見方もエコノミスト中心にあるん

ですが、これについてはどういうふうにお考えで

しょうか。やはりそういうことが必要になってく

るというふうにお考えかどうか、お知らせくださ

い。 

野田 社会保障改革、いろんな視点があると思

うんですけれども、少なくとも今回は、一里塚か

もしれませんが、一里塚ではあるけれど、大きく

前に進んだと思っているんです。 

1つは、充実の部分は子ども・子育てなんです

が、安定化の部分を、これは年金等とこれをさせ

ます。特に、これまで基礎年金の国庫負担 2分の

1と、それはワンショットの金をかき集めながら

やってきましたけれども、ここで安定財源が入る

ということは、年金の安定化につながりますし、

社会保障の自然増についても、のみ込んで対応し

ていくということです。 

ただ、一方で歳入の面の改革で社会保障に充て

るだけではなく、社会保障そのものでさらに充実

させる部分もあるかもしれませんが、一方で効率

重点化という視点で社会保障の中でも、やっぱり

線引きをせずに見直すところも出てくるだろう

と思います。 

生活保護については、これも最後のセーフティ

ーネットですから、真に必要な人には生活保護と

いうのは、しっかりとサポートするために事業を

維持しなければいけないと思いますが、最近の不

正受給の問題等を含めて、そういうものにはメス

を入れるということは、これはどの社会保障の分

野についても言えることだろうというふうに思

います。 

だから、常に不断の見直しは必要だろうと思い

ます。 

 

⑥外交・安全保障 

 

野田「領土領海は毅然とした対応で大局
観を見失わずに」 

星 外交、安全保障の話に移りますが、野田総

理と原口さんにお伺いします。 

一連の領土をめぐる問題ですが、この問題で日

本が経済を中心とした国力が低下しておるな、そ

の足元をみられたかなということと、日米同盟の

揺らぐ中で、そこもまた弱点をつかれておるかな

ということだと思うんですね。 

それからもう 1つ、この問題で明らかにになっ

たのは、日本と近隣諸国との外交チャネルが意外

ともろいな、弱いなということだと思うんですね。

その点について、この領土問題をめぐる日本の外

交の立て直し、これをどういうふうに考えていら

っしゃるか、野田総理と原口さんにお伺いします。 

野田 近隣諸国との関係で、少し機微に触れる

話もありますけれども、基本は、領土・領海等に

かかわる問題については、1つはやはり毅然とし

た対応をとるということと、それから、きちんと

大局観を見失わずに冷静に対応するということ

をしっかり胸に刻んでおくということが大事だ

ろうというふうに思います。そういう姿勢のもと

でいま、個別の事案について対応しているところ
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でございますし、関係国も、基本的にはそこの根

っこの部分は理解をしてもらっていると思いま

すので、あとはコミュニケーションですよね。 

ご指摘のとおり、これは政府間の限られたコミ

ュニケーションだけではなくて、議員外交、ある

いは民間というチャネル等々、というセカンドト

ラック等々も考えながらの厚みのある意思疎通

をするということが大事ではないかということ

は、私もいま痛切に感じているところではござい

ますので、その働きかけはこれからちゃんとやっ

ていきたいというふうに考えております。 

 

原口「中国主席に会った翌日に国有化は
普通しない」 

原口 きのう、北方領土を視察してまいりまし

た。北方領土返還については、いい枝をロシアと

の間に伸ばしていく、メドベージェフさん、来ら

れましたけれども、もう外交権はプーチン首相に

移っています。イルクーツク声明に基づいて、国

際法と正義、これで対話と協力でやっていく。拿

捕と銃撃の海を平和の海にする、これはいくらも

方策はあります。それは、やはりもととなるもの

はイルクーツク声明、非常にいまロシアと日本の

関係は緊密で、共同経済協力、これを中心に、私

が総理になれば進めていきたいというふうに思

います。 

領土問題は 2つしかないんですが、尖閣のこの

状況をみると、3 方面でさまざまな対応をする、

これはほとんど不可能に近い。で、総理に申しわ

けないんですけれども、中国の主席に会った翌日

に国有化を発表する、これ、普通、外交はしませ

ん。非常に相手の立場を……。私たちは我が国固

有の領土である尖閣諸島、このための国有化法案、

それから先島の振興法案、公海法の抜本改正、こ

れは法律を出しました。しかし、一番大事なもの

は、相手の立場にもしっかりと配慮をしながら、

外交というのは対話と、そしていろんなサインが

出ていますから、そのサインを見過ごさずに、し

っかりと Win-Win の関係にいかに持っていくか、

相手を追い詰めないか、ということがとても大事

だというふうに思います。 

私は、申しわけないけども、今回、代表に立候

補しようという大きなきっかけとなったのは、野

田政権の外交の、非常に何というかな、言いにく

いんですけれども、荒っぽさというか、相手のこ

とについての対話力というか、そこはぜひ改めた

いというふうに思います。 

 

星 続いて赤松さんに、先ほど、日米同盟を基

軸に据えるという話でしたが、その流れからいい

ますと、今回のオスプレイの配備、これは許容で

きるのか、それとも、もっとその説明を尽くして

条件つきで許容するのか、それとも基本的に受け

入れられないのか、この辺はいかがでしょうか。 

 

赤松 多分、これは日本政府のいまの基本的な

考え方と私は違わないと思うんですが、まず大前

提は、やっぱり地元の合意なくして配備するとい

うことはあり得ない。 

2つ目は、アメリカは安全だ安全だと言ってい

ますけれども、パイロットが、技術が難しくて落

っこちたり、不時着したりなんかするのは、やっ

ぱりそれは機種そのものに問題があるというこ

とですから、あれは技術的なミスなんだ、で、そ

のままうのみにしてあれするのではなくて、やは

り日米の信頼の中で、じゃ、自分のところでもち

ょっとチェックさせてくれよ、ということで、日

本がまず確実にその辺の安全確認をする、その 2

つが大前提だと思います。 

そのうえで、先ほども言いましたけれども、そ

のことが日米のこれからの長い関係を良好な形

で維持していく、その条件にもなっていくという

ふうに私は思っていますから、特にいま 74％の

基地が集中している沖縄に配備するということ

ですから、そして沖縄ばかりじゃなくて、訓練区

域は四国の先から中国地域から、全部あの辺が入

るわけですから、そういう意味で言えば、やはり

慎重であるべきだと思います。 

 

野田「沖縄とのコミュニケーションはと
れる」 

橋本 それに関連して、野田さんにお伺いした

いんですけれども、沖縄とのいろんな問題、普天

間の問題、オスプレイの問題、一体政権はどれだ

け根を張った形での地元との話し合いをされて

いるんですか。 

野田 これまで、沖縄に対する、いわゆる普天

間の問題を含めて紆余曲折がございました、政権

交代以降。その紆余曲折を踏まえて、少なくとも、

例えば普天間については固定化させないという

ことの中で、辺野古がいま唯一有効な方法という

ことであるということでありますけれども、負担

軽減を具体的に進めていくということ、あるいは

パッケージを崩してグァムへの移転等を切り離

していくというようなことを 4 月以降進めてま

いりましたし、さまざまな沖縄対策、振興策を含
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めてコミュニケーションをとってまいりました。

少なくともコミュニケーションは、さまざまな沖

縄の県のみならず自治体、あるいはそのほかのさ

まざまな関係者とのコミュニケーションはきち

っととれる関係にはなっていると思います。 

ただ、オスプレイの問題を含めて、直ちにご理

解いただける状況ではないことも事実でありま

すので、特にオスプレイの問題だったら、我が国

が主体的に安全性を確認したうえでご説明をす

るとか、そうでない限りは飛行運用しないという

ことは、これは日米でも確認していることでござ

いますので、そういう説明を丁寧にやりながら、

コミュニケーションはさまざまな段階でできて

いるというふうに思います。 

 

野田「拉致問題が進展する４年ぶりのチ
ャンス」 

橋本 鹿野さんになかなか質問が行かなくて

申しわけないことですけれども、野田さんは現職

の総理大臣ですから……。 

ということで、もう 1 つ、拉致問題について、

ずうっと何も進んでないという、むしろ進んでな

いどころか、どんどん細っているという感じを多

くの国民に与えている。そうした中で、日朝の間

で、事務レベルで協議があった。そうすると、あ

あ、少しは光がみえてきたかなあと、かすかな光

がみえてきたかなあという期待もあると思うん

ですね。で、その期待にはこたえなければいけな

いと思うんですね。いま、その現状はどうなって

いるんですか。 

野田 日朝間の協議というのは、福田政権の後

に、特に拉致については再調査をするということ

が消えちゃったんですよね。それ以降、4年ほど

協議が進んでおりません。先般、赤十字からの要

請を受けて、遺骨の問題から対話が始まって、そ

して政府間の協議が、これは課長級で、予備協議

として先月末に行われました。それを受けて、次

は局長級の協議をする中で、さまざまな懸案につ

いて議論をする、そのテーブルをつくろうという

日程設定の問題をいまやっております。あるいは

議題の整理の問題をやっていますけれども、当然、

我が国としては、拉致の問題を全く入れずに協議

しようとは思っていません。拉致問題が具体的に

進展をするための、ある意味 4年ぶりのチャンス

だと思っていますので、このチャンスをしっかり

とらまえて、らち問題が進展、問題解決を進める

ように、政府としては全力を尽くしていきたいと

考えています。 

⑦内閣・党人事 

 

倉重 民主党を立て直すためには、確かに数の

維持も大事ですけれども、やはり内閣の顔触れ、

あるいは党の幹部の方々の布陣が極めて重要だ

と思うんですね。多分、この党首選の後には、ど

なたがなられても、そういった人事について、あ

る程度のことをされると思うんですけれども、そ

の際に、もしかしたらこれが最後の人事なのかも

しれない。民主党、3年間おやりになって、しか

も選挙を抱えるかもしれない、国会も非常に与党

が少なくて大変だ、という中で、どういう人事を

すれば、先ほど言ったような、皆さんがおっしゃ

ったような政策を断行し、かつ選挙に向けて頑張

っていけるのかということをお聞きしたいんで

すね。 

これはもう一人一人お聞きするんですが、簡潔

に、今回の人事で何を重視するのか、何を重視す

べきなのか、自分がならないとしても。そして、

1点だけ必要なのは、やはり幹事長というポスト

は、今回もし選挙があるとすれば、極めて重要に

なる。国会運営のうえで重要になる。そのときに

幹事長というのをどういう資質の人になっても

らうべきなのかというお考えがあれば、それも追

加して、ぜひ1人ずつ1分以内でお答えください。 

まず赤松さんから、どうぞ。 

 

赤松「民主党はスペシャリストがいっぱい」 

赤松 いま、輿石幹事長がやっておられるわけ

で、それは総理がどうされるのか、これはいま現

には野田代表、輿石幹事長の形ですから、さも別

の人の名前を挙げると、これは私が何か、どうこ

うというようになるので、ちょっとそれは具体的

な名前とかあれはちょっと……。 

倉重 コンセプトだけです。 

赤松 横に置かせてください。 

ただ、はっきり言えることは、やっぱり適材適

所。あまり何期やったなんていうことにかかわら

ず。比較的民主党というのはスペシャリストみた

いなのが多いんですね。この分野だけはよく知っ

ている、あとはあまり知らないけど、みたいな人

がいますが、しかし、そういうスペシャリストが

いっぱいいるんですから、やっぱり適材適所で、

そういうキャリアにかかわらず、どんどん登用し

ていくべきだと。 

で、本当にスターになり得るようなすばらしい

人材もいっぱいいますから、私はそういう人たち
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を登用していくべきだし、また、そういうバラン

ス感覚を持って、新しい総理になる人はぜひやっ

ていただきたい。私がなった場合は、もちろんそ

ういうことでやります。 

 

倉重 ありがとうございます。原口さん。 

原口 私は内閣の組閣の前に、600 人近くいる、

いわゆる省庁のトップ、この辞表をまず預かると

いうことがスタートだと思います。正しい政治主

導は正しい人事からスタートします。そして、そ

れは公務員バッシングではなくて、働く人たちの

誇りとやる気を引き出す、そういうものがまず第

一です。そして、内閣の人事は一新、刷新します。

それは赤松さんがおっしゃったように、清新で、

そのスペシャリストを当てます。日本は大きな国

なんです、党は、やはり世界に向けてたくさんの

ネットワークをつくり、そして飢餓や貧困や、あ

るいは暴力としっかり闘っていける、そういう党

の布陣をつくれる、そういう人たちを中心に据え

たいと思います。 

 

鹿野「マネジメントができていないのが
一番の問題」 

倉重 ありがとうございます。鹿野さん、どう

ぞ。 

鹿野 基本的に、これだけ難しい問題を抱えて

いるときにどうするかということを考えたとき

に、やっぱり内閣と党の関係をしっかりと強化す

る、連携強化、これが 1つの大きなポイントだと

思います。やっぱりそこが何かぎすぎすしている

と、うまく政権運営できません。 

そういう意味では、基本的に内閣は、中堅、若

手も含めた形で、やはり有為な人材がおりますの

で、きちっとそこで固める。で、党は、やっぱり

全体を見渡せるような状況の人を幹事長にする

というのが私の基本的な考え方で、そうでないと、

いわゆるマネジメントができてないというとこ

ろがいまの民主党の一番の問題点だと私は思っ

ているんですよ。そういう意味で、いままでの政

治経験を生かして、強固な、この民主党全体の人

材を生かした体制をつくっていきたい、こう思っ

ております。 

 

赤松「離党した人にもう一度声をかける」 

赤松 1 つだけ追加させてもらっていいです

か。 

倉重 はい 1点だけ、どうぞ。 

赤松 はい、簡単に言います。いまの党内の話

に限っていますけれども、私はもう 1つ、かつて

我が党にいた人、いまは残念ながらいろんな事情

があって出ている人、そこに、だれがなっても、

もう一度声をかけてみる必要がある。実は、ここ

へ来る前に、「赤松さんが代表になったら、私た

ち、戻るか、連立組んでもいいわよ」という人も、

まあそれはこれから具体的に話すんですけれど

も……。 

倉重 小沢グループですか。 

赤松 いや、小沢さんじゃなくてです。そうい

う人たちもいるんですから、やっぱりまずこちら

がいろんな人たちに、党に戻って一緒にやろうよ

ということを、努力をする必要があると思います。 

 

野田「（人事が）下手といわれないよう
にやる」 

倉重 わかりました。いろんな意見が出ました。 

では、最後、野田さん、人事が下手と言われな

がら、よくぞここまで切り抜いてこられたと、あ

る意味では感心しております。最後の人事になる

かもしれない、極めて重要な人事ですね、白紙状

態でありましょうが、この時点で、ご説明できる

コンセプト、どういう構造にしたいかということ

について、言ってください。 

野田 まず解散については寝言でも言わない

ということと、人事も、いまの段階で軽々にはし

ゃべれません。というのは、政治空白をつくらな

いように、現執行部も政府においても政務三役も、

いま懸命に働いています。彼らを信頼してこれま

で党運営をやってまいりました。 

私がまた代表になった暁には、コンセプトは―

―コンセプトだけです――よりチーム力が増す、

民主党としての力がまさに政府の中でも党とし

ても遺憾なく発揮できるよう、きのう、イラクに

サッカー、勝ちましたけれども、センターフォワ

ード、ミッドフィルダー、センターバック、その

配置を、下手と言われないように、しっかりやり

たいと思います。 

橋本 せっかくサッカーをみているんですか

らね、民主党ももっともっと学んでほしいですね。

みんなばらばらにあっちこっち走り回っていて、

場外に出る人もいればね、こんなことで政権、大

丈夫――大丈夫じゃないんですけれども。 
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⑧橋下現象 

 

橋本 それで、実は台風の目になっている大阪

の橋下市長、赤松さんは、日本維新の会は子ども

の政党だと。極めて勇気ある発言というか、乱暴

――まあ乱暴じゃないけれども、こんな発言はな

かなか言えない。一体、しかし、橋下現象という

のは、中央の政界がだらしないからこういうこと

になっているんですね、これ。なぜ、あれだけの

デモが官邸の周りを取り囲んでいるか、それは政

治がだらしないからなんですよね。一体、この橋

下現象を、橋下さん自身でもいいです、どうみる

か。ちょっと時間がありませんので、申しわけな

いんですけれども、短く、鹿野さんから順に、簡

潔に。 

 

鹿野「民主党がだらしないから」 

鹿野 一言で言いますならば、民主党は政権を

担ううえにおいて、まさしく幼稚な面があるとい

うようなことだったと思います。そういう意味で

は、基本的に民主党がだらしないから、そういう

第三勢力に対する期待感が出るんだ、そういう認

識で新しいスタートをしなければならない、こう

いうふうな考え方で、ゆえに私も立候補をしたと

いうことなんです。 

 

原口「橋下市長は大事な改革の同志」 

実 原口さん。橋下現象について。 

原口 橋下市長は、地域主権改革のパートナー

であり、大事な改革の同志です。彼は、本来であ

れば民主党政権の中で十分にしがらみ一掃して

くれる、そういう存在だった。それを新党まで走

らせた、そこの反省からスタートしたいと思いま

す。 

 

赤松「政権取る可能性ないという甘えが
ある」 

橋本 赤松さん。 

赤松 これは民主党に期待できない、あるいは、

じゃあ自民党へ戻るか、これはもっとできない、

そういう中で第三極がもてはやされている背景

があると思います。私は、大変ひどいことを言っ

たように思われますけれども、少なくとも一院制

にするとか、定数を半分にするとか、これは、自

分たちが政権なんかとる可能性がないから、だか

ら、やあ、多数にならなかったらできなかったん

だよ、そういう甘えがあるから、私は「子どもの

政党」だと言ったんです。まあ、そういうことで

す。 

 

橋本 野田さん、橋下さん自身が出てくること

自体が、あるいは野田さんに対する批判なのかも

しれない――批判でしょう――ということも踏

まえて、この橋下維新の会をどうみるのか。 

 

野田「公党間のつきあいは切磋琢磨」 

野田 公党としてこれから活動するというこ

とならば、やっぱり公党間のおつき合いです。こ

れは切磋琢磨だと思います。政策的に方向性が一

致できるものはその可能性をお互いに探る。だめ

なものは協調できません。でも、これは切磋琢磨

だと思うんですが、私は、維新含めて第三極が台

頭するということは、もちろん第一義的には政権

党、民主党に対する 1つのアンチテーゼ。もう 1

つは、既成政党だと思います。私は既成政党、民

主党が特に中心ですけれども、その中できちっと

結論を出すべきときに出すという、責任のある態

度を示し続けることによって……。私は、その第

三極に対抗するウルトラＣも、魔法のつえもない

と思っています。苦しいことでも、国民のために

責任を持って決めるべきときは決めていく。それ

はいまの既成の与野党の中でやっていくという

ことを続ける中で地道に信頼というものは出て

くるというふうに思っています。 

 

⑨指導者の資質 

 

野田「歴代政権のツケを負うことから逃
げない」 

星 長い間、どうもありがとうございました。 

最後の質問ですが、野田総理と一番の年長、先

輩である鹿野さんにお伺いしますが、この時代に

求められるトップ、政治指導者の資質というのは

一体、何であるか、野田さんと鹿野さんに一言ず

つお願いします。 

野田 いまの時代、このときの政権のあり方だ

と思いますが、私どもはいま、民主党政権になっ

てからの総括で、いろんな反省の話が出ています。

でも、いま我々が引き受けている大きな課題とい

うのは、例えば財政の問題も、長い間の歴代の政

権のツケでした。原子力政策の変換、エネルギー

政策の変換も、我々の対応の問題がいま大きな問

題になっていますが、長い間の原子力政策のツケ

でした。そのツケを、我々は逃げないということ
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です。過去の人たちのせいにはしないということ

です。バトンタッチをいま我々が受けている以上、

そこは責任を持った回答をしなければならない。

ツケを負うということは、国民の皆様には不人気

なことをやるかもしれないんです。だけど、そこ

から逃げない民主党、そういう政党であるという

ことの、そのための私はリーダーでありたいとい

うふうに思います。 

 

鹿野「やはり夢と情」 

鹿野 基本的に政党政治でありますから、政党

政治というのは、私は、やはり夢と情だと思うん

ですよ。やはり夢をしっかりと持って、国民に希

望を持ってもらう、こういう資質が求められてい

ると思うんです。 

もう 1つは、やっぱり情ですよ。人間ですから。

いやあ、ほんとに心と心の通い合いが結局引っ張

っていくことになるんですよ。そういう意味で、

私は、何で今回立候補を決意したかといえば、私

の政治経歴というふうなものの中で、いろんな形

で、いろんな修羅場もかいくぐってきた、そうい

うものをぜひ生かして、党を 1つにまとめていく。

まとまっていかなければ民主党が政権党として

の役目を果たすことはできないんです。ゆえに私

は、そういう意味で、いま求められているという

ことならば、やはり夢と情というふうに申させて

いただきたいと思います。 

 

総合司会 はい、まだ積み残した問題がたくさ

んあると思いますけれども、お約束の時間が来て

しまいました。これで本日の討論会を終わりにし

たいと思います。 

野田さん、赤松さん、原口さん、鹿野さん、ど

うもご協力ありがとうございました。（拍手） 

（文責・編集部） 
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